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祇
祗注
の
六
義
論
そ
の
他
（
中
）

1

古
今
灌
頂

・
言
語
的
象
徴
表
現

・
体
用
論
理

石

神

秀

晃

 

本
誌
十

一
号

所
載

の
上
篇

に
引

き
続

き
、
宗

舐

の
関

は

つ
た
古

今
集

注

釈

書

に
思

想
的

表
明

を
見

て
、
そ

の
構
造

的
理
解

を
目

指

し
た

い
と
思

ふ
。

 

本
論

に
入

る
前

に
、
前
稿

(
以
下
上
篇

を

か
う
呼

ぶ
)

へ
の
補

説

が
必

要

で
あ

る
。
先

づ

「
祇
注
」

の
外

延

を
示
す

べ
き

で
あ

つ
た
。
勿

論
、

常

縁

講
宗
祇

録
編

『古

今
和
歌

集

両
度
聞
書

』

と
宗
舐

講
肖
柏

録

『
古
聞

』

と
を
中
心

と

す
る
。

し

か
し
そ

れ
以
外

に
も

、
宗
祇

講
宗

碩
録

『宗

碩
聞

書

』
、
以

上
三
種

の
集

成

と
し

て

の

『十

口
抄

』
、
宗

祇

か
肖

柏

か

の

『
鈷

訓

和
歌
集

聞
書
』

(
『宗

祇
略

抄
』
と
呼
称

さ

れ
る
も

の

の
原

態
)
、
そ

し

て

以

下

に
や

や
詳

細

に
言
及

す
る

で
あ

ら
う
、

三
条
西

家
旧
蔵

『古

今
和

歌

集

聞
書
』

(公
条

抄

と
称

す

べ
き
も

の
か
)
な

ど

の
、

す

べ
て

の
教
説

が
全

く
宗

祇

に
発
す

る

の
で
は

な

い
と
し

て
も
、

一
旦
宗

舐
を

通
過

し
た
知

見

を

ほ
ぼ
と

ど

め
、
そ

の
成
立

に
宗

舐

が
深
く
関

は

つ
て
ゐ
る
、
複

数

の
注

釈
書

を
、

一
応

「
祇

注
」

と
総
称

し

て
お
く
。

 

そ
れ

か
ら
、
景

徐

周
麟

と
宗
祇

と

の
関

係

を
詳
述

す

る
論

の
存

在

を
、

迂
闊

に
も
失

念

し
た

た
め

に
、
曖

昧

な
論

旨

の
展
開

と

な

つ
た
点

が

あ
る

(
ル
イ

ス
・
ク

ッ
ク
氏

の
指

摘
)
。
そ

の
論

は
、
金

子
金
治
郎

氏

『宗

舐

の

生

活
と
作

品
』

(昭
和

五

八
 
桜

楓
社

)
「
第

一
章

 
近

江

の
人

」

で
、
氏

は
景
徐

の
詩

文
集

『翰

林
請
藍

集
』

の

一
節

を
仔

細

に
検

討

し

て
、
宗

祇

の
出
生

地

を
近
江

と
断

ぜ
ら

れ

て
ゐ
る
。

同
論

に
は
、

そ

の
景
徐

に
よ

る

①
宗

舐

没
後

五
年

、
永

正
四
年

の
作

「種

玉
宗

祇
奄

主
肖

像
賛

轍
酢
拍
」

(巻

十

一
)
の
詳

し

い
注
釈

と
、
②

『鹿
苑

日
録

』

(長

享
元
年

八
月

二
十

六
日

条

)
、
③

宗
祇

生
前

の
七

絶
「
寄

二
種

玉
庵

」

(巻

三
)
、
④

没

し

た
翌

と
し

文
亀

三
年

の
同

じ
く

七
絶

「次

韻
悼

種
玉

老
人

、
嚢
事

干
萌

懐

故
及

此
」

(巻

五
)

の
引
用

が
あ

り
、

そ
れ
ら

を
通

じ

て
、

宗
舐

と
景

徐

の
な

み
な

み
な

ら

ぬ
関

係

が
察
知

さ

れ
も
す

る
。
特

に
注

目
す

る

の
は
、
①

に
、

 

夫

.
神

道

ハ
始

寄

乎

本
朝

～、
変

..
テ
為

コ
リ
和

歌

↓
。
侶

判
.
乎

万
葉

之

前

弓

 

行

⊃
タ
リ
干

古

今

之

後

マ

:
:
聞

賛
ア
.
公

ノ
就

身
ア
ト

部

氏

く
而

伝

彰
ル
ヱ

 

書
ザ
、
鶏

卵

ノ
天

綻
ビ
、
咲
凡
.
ハ
我

ガ
非

訳
シ
一.
風
雅

ノ
僧

弓
以
談

転
ル
ヲ
六
義

げ
、

 

鳥
声

昼
閑

ヵ
ナ
リ
。

…
…

と
記

し
、
②

に
、

 

講

二
古

今
集

・
伊
勢

物
語

等
書

【
。
公
家

已

下
請

レ
之

執
二
弟

子
礼

一
。
嘗

就

 

聴

二
毛

詩
大

序

・
関
雅

詩
之
講

}
。
其
意

在

三
干

詳

二
詩

六
義

}
云
。

ま
た
③

の
転
句

に
、

 

閑

談
六
義

春
何

日
。
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と
記

す
点

で
あ

る
。
①

か

ら
は
吉

田
神
道

と

の
か

か
は
り
を

、
①
②
③

か

ら
は
景

徐

と
毛
詩

を
談

じ

た

こ
と
が
知

り
得

る

(①
②

は
景
徐

の
毛

詩
談

義

を
聴

聞

し
、

質
議
応

答

が
あ

つ
た

の
意

か
。
②

の

「
就
聴

」

の
主
語

は

宗

舐

と
考

へ
る
よ
り

な

か
ら
う

が
、

一
体
誰

に
就

い
て
聴

い
た

の
か
。
景

徐

か
、
そ

れ
と

も
別

の
、
例

へ
ば

清
原

業
忠

か
が
問
題

と

な
ら
う

。
文

脈

上

は
景
徐

と
と

る

の
が
最

も
自
然

か
)
。

宗
祇

の

『古
聞

』
講

釈

と
、
景
徐

と

の
閑
談

と

の
先
後
関

係

は
検
討

を
要

す

る
も

の
の
、
仮

に

『古

聞
』

講

釈

の
ま

へ
、

少

く

と
も
文

明
十

三
年
以

前

で
あ

る

と

い

へ
る
な

ら
、

か
う

し
た

仲

で
あ
る

両
人

の
六
義

論

が
符
合

す

る
の
は
理

の
当
然

と

い
ひ
得

よ

う
。

稿
者

は
宗

舐

の
修

学

時
代
、

特

に
清
原
業

忠

か
ら

の
儒

学

の
流
伝

を

想
定

し

た
の

で
あ

つ
た
が

、
そ

れ

に
加

へ
て
、

と

い
ふ
よ

り
も

む
し

ろ
、

一
世

代
後
輩

な

が
ら
景

徐

か
ら

の
習
得

を

こ
そ
考

へ
る

べ
き
か
も

知

れ
な

か

つ
た
。
宗

紙

が
実
隆

ら

か
ら

さ

へ
源

氏
理
解

の
た
め

に
宮

中

の
し

き
た

り

を
尋

ね
て

ゐ
る

こ
と
が

思

ひ
併

さ

れ
る
。
逆

に
宗

舐
が

景
徐

に
も
詩

大

序

の
六
義

論
を

講
ず

る

と

い
ふ
事

態

は
、
景
徐

の
こ

の
書

き
様

か
ら

は
ま

す

ま
す
考

へ
難

い
。

 

以
上
金

子
氏

の
御
論

に
拠

る
な
ら
、

業
忠

と

の
関

係

は
尚
不
詳

だ

が
、

そ

の
弟

子
景
徐

周
麟

と

の
交
宜

は
浅

く
な

い
も

の
で
あ

つ
た

と
し
な

く

て

は

な
ら

な

い
。

こ
の

こ
と

に
よ

つ
て

「
宗

祇

の
根
ざ

す
学

的
環

境
と

し

て

禅
林

と
儒
林

と

の
交

流

の
場
を
想

定

」

で
き
る
と

い
ふ
論

拠

は
強

固

な
も

の
と
な

つ
た

の
で

は
な

か
ら
う

か
。
従

つ
て
禅

林

を
め

ぐ
る

一
般

思
想

の

傾
向

を
探

り
、

そ

れ
を
祇

注
読
解

の
傍

証

に
用

ゐ
る

こ
と

に
か
な
り

の
妥

当
性

が
高

ま

つ
た

と
思

ふ
。

 

第

三

に
、
宜

竹

(
口
景

徐
)

講

・
宣
賢

録

・
〔三

条
西
実

隆
〕

写

の

「
毛

詩

聞
書

」
に
は
、

つ
と

に
土
井

洋

一
氏

の
詳

細
な

御
論
考

が
あ

り

(『
抄
物

資
料

集
成

』
巻
第

七
 

昭
和

五

一 

清
文

堂
)
、
正

に
圧
倒

的

で
あ

る
。

稿

者

が
前
稿

で
全

く
言

及

す
る

と
こ
ろ
が

な

い
の
は
不

明

で
あ

つ
た
。
比

較

す

る

と
稿

者

の
い

ひ
分

な
ど
粗

略

の

一
語

に

つ
き

る
が
、

結

果

と
し

て
土

井

氏

の
御

論

旨
を

さ
ま

で
逸
脱

し
な

か

つ
た
こ

と
を
幸
運

と
せ

ね
ば

な
ら

な

い
。

 

拙
稿

の
方

針
を

次

に
簡

単

に
説
明

す
る
。

第

】
に
、
古

今

注

の
「
古

注
」

の
引
用

の
さ
れ
方

・
扱

は
れ
方

を
尋

ね
る

つ
も

り
で
あ

る
。

そ

れ

に
よ

つ

て
、
思
想

史

的
位

置
も

や
や
明

ら

か
に
な

る
は
ず

で
あ

る
。
と

い
ふ

の
は
、

既

に
三
輪
正

胤
氏

や
片
桐

洋

】
氏

の
指

摘

が
あ

る
や
う

に
、

古

注

の
中

に

は
、
悪

名
高

い
立

河
流

の
秘
伝

を
直
接

的

に
摂
取

す

る
も

の
が

あ
り

、

そ

れ

へ
の
態
度

の
と
り
方

に

は
思

想
上

の
立
場

が
端

的

に
表

は
れ

る

こ
と
が

期

待

で
き

さ
う

だ

か
ら

で
あ

る
。
も

つ
と

も
、
邪

教
立

河
流

が
本

当

に
存

在

し

た

の
か

に
は
異
論

も
あ

る
と

こ
ろ
だ

。
権
力

闘
争

に
敗

れ

た
敵

に
、

勝

者

が
押

し

つ
け
た
烙

印

に
す
ぎ

な

い
の
か
も
知

れ

な

い
。

た

だ
、

後
世

の
多

数
派

11
正

統
派

か
ら
邪

流
視

さ
れ

た

一
団

の
思
想

は

あ
り

、
中

世
前

期

か
ら
中

期

に
極

め
て
広
範

な
広

が
り
を

み
せ

て

ゐ
た

こ
と
だ

け

は
事
実

で
あ

ら
う

。
密

教
内
部

で
は
、
「
本
有

」

「修

生

」
両

派

の
学

派

的
論

争

の

結

果

、
中

世
も

半
ば

を
す
ぎ

た

こ
ろ

か
ら
次
第

に
修
生

派

が

一
方

を
克
服

し
、
振

子

が
右

に
戻

つ
て
ゆ
く
。

祇
注

に
は

こ
の
や

う
な
密

教

教
団

内
部

の
教

派
的

趨
勢

と
、

恐
ら

く
教
派
的

に
は
外
部

に
あ

つ
た

の
で
は

あ
ら

う

け

れ
ど

も
、
何

が

し
か
対
応

す

る
側
面

が
存
在

し

て
よ

い
は
ず

な

の

で
あ

る
。

 

第

二

に
、

舐
注

に
特
徴

的
な

「
下

の
心
」

「裏

説
」
を
、

前
稿

と
は
見

方

を
変

へ
て
再
考

し

て

み
よ
う

と
思

ふ
。
そ
れ

ら

に
は

一
見

し

て
、
儒

・仏

・

一26一



神

へ
の
言
及

も
多

い
。

 

こ
の

二
方

面

か
ら

の
、

い
は
ば

手
探

り

は
、

つ
て
ゆ
く

だ
ら
う

と
思

つ
て

ゐ
る
。

結
果
的
に
ど
こ
か
で
重
な

 

さ

て
、
右

の
方

針

に
従

ひ
、
は
じ

め

に
紹
介

す

る

の
は
、
三
条

西
実
隆

・

公
条

ら

に
よ

つ
て
纏

め
ら

れ
た
、

紙
注

集
成

的
性
格

の
強

い
古
今

注

の
中

に
見

出

さ
れ
る
所

謂

邪
流
思

想

の
断

片

で
あ

る
。

 

そ

の
古
今

注

は
、

現
在
、

序

注

・
巻

十
注

・
巻

廿
注

が
書
陵

部

に
、

真

名
序

注
が
広

島
大

に
、
残

る
全

て
が
東

大

に
分
蔵

さ
れ

て
ゐ

る
。
東
大

所

蔵
分

は
数
年

前

に
影
印

本

の
刊
行

が

あ

つ
た
し
、
書

陵
部

所
蔵

分

は
本

誌

創
刊

号
所
載

の
旧
稿

に
も
若

干
言

ひ
及

ぶ
と

こ
ろ
が
あ

る
。

と
こ

ろ
で

こ

の
古

今
集

注
は

『
両
度

聞
書

』

と

『古

聞
』

と
を
中

核

と
し
、

最
後

に
片

仮
名

交

り
で
小
字

双
行

の
、

口
語
脈

を
残

す
注
文

を
付

記
す

る
。

こ

の
中

で
最

も
異

風
な

の
は
、
片
仮

名

交
り

の
小
字

注

で
あ

つ
て
、
旧

稿

に
も

の

べ
た
通

り
、
そ

れ

は
文
明

六
年

、
某

の
講
ず

る
古

今
説

を
別

の
某

が
筆
録

し
、

三
条

西
実

隆
が

整
理

・
浄
書

し

た
、
古

今
集
全

巻

に
及

ぶ
聞
書

(但
、

巻
廿

分

は

『
六
巻
抄

』
の
書
写

を

以

て
代

用
)
か
ら
、

ほ
ぼ

そ

の
ま

ま
を
、

嵌

め
込

ん
だ
も

の
で
あ

る
。
旧

稿

で
は

こ

の
講
述

者
を

宗
舐
、

筆
録

者
を

実
隆

と
推

定
し

た

の
だ
が

、
筆

録
者

は

と
も
あ

れ
講
述

者

は
、

今

も
宗
祇

以
外

で
は
あ
り

え
な

い
と
思

つ
て

ゐ
る

(書

誌
的

現
状

の
報
告

や
、

以
上

の
や
う

に
考

へ
る
論

拠
等

は
全

て
続

稿

に
ゆ
つ

つ
た
)
。
こ

の
本

来

の
聞
書

も
序

・
巻

十

・
巻

廿

の
分

は
斯

道
文

庫

に
、
残

り

の
過

半

は
早
稲

田
大
学

図
書

館

に
分
蔵

さ

れ
、
早

大
所

蔵
分

は
数

年
前

影
印
刊

行

さ
れ

て
ゐ

る
。

た
だ

こ
こ

に
問

題

と
す

る

「
ほ

の
ぼ

の
と
」
詠

へ
の
注

文

は
、
覇

旅
部

が

未

だ
見
出

さ

れ

て
ゐ
な

い
の
で
、
東

大

本

に
依

る
以

外

に
な

い
。

以
下

に

引

用
す

る

の
が
小
字

注

の
全
文

で
あ

る

(
原
本

の
傍
線

・
合

点

・
読
点

・

△
符

等

は
朱
、

ま

た
便
宜

上
段

落

に
分
け
、

符
号

を
付

す
)
。

 
ω

△
釜

句

一
列

也

・
親
句

ノ
歌

也

・
ヒ

・
キ

ノ
親

句

・
匂

ノ
親

句

ト
云
ー

 
 

ア
リ

一
チ
ノ
ロ
傳

ア
リ

・
句

ニ
タ
カ

ミ
ホ

ソ
ミ
ナ

シ

・

 

②
ω

鳥
風

問
答

ノ
説

二
・
住
吉

ノ
纒

信
卿

二
傳

授

ノ
説

二
・
㈲

ホ

ノ
く

ハ

 
 

伽

羅
藍
也

・
ア

カ

シ

バ
十
月

二
五
躰
成

。
ル
也

・
朝
霧

ハ
本

覚
真

如

ニ
ヘ

 
 

タ

・
リ
タ

リ

・
嶋

カ
ク

レ

ハ
生
老
病

死

ノ
四
相
也

・
の

舟

ハ
度
世

也

・

 
 

ω

へ
厭
ノ
く

ハ
実

躰

ノ

・
旅
也

・
舟

ハ
化

用

ノ
旅

也

 

③

齢
田
流

ハ

・
ホ

ノ
く

ハ
幽
玄

躰
也

・
ア

カ
シ

ノ
ハ
枕

詞
也

・
ニ

ノ
句

 
 
以
下
ハ五
文
字
ノ
注
也
・當
流
の
秘
説
也
・垂

思
人
ヲ
送
テ
ユ
ケ
ハ
・

 
 

人

ハ
ハ
ヤ
立

出

テ

・
舟

イ

ツ
ル
時

分

ハ

・
朝

也

・
舟

ハ
浪

ト
嶋

。
ホ

ノ

 
 

く

ト

コ
キ
カ

ク

シ
テ

・
眼
力

尽

テ

・
心

へ
・
タ
チ

カ

ヘ
リ

,.
思

フ
処

 
 

ヲ

・
シ

ソ
思

ト

ハ
云
也

・
シ
ソ

ト
云
字

ヲ

ハ

・
カ

ク
心
得

ヨ

・
此

二

 
 

説

ハ

・
當
流

ノ
簡

要
也

・
此

外

二
切
紙

ノ
説

一
重
也

 

解

き
き

れ
な

い
点

も
多

い
も

の

の
、

私
見

の
概
略

を

い

へ
ば

、
第

ω
段

は

『
玉
伝

深
秘

巻
』
所
収

の

一
項
、

「
和
歌

淵
底

秘
抄
」
冒
頭

に
近
似

す

る
。

第
②
段

は

、
多
少

混

乱
し

て

い
る
が
結
論

的

に
い

へ
ば

『古

今

灌

頂
』

に

重
な

る
。

そ

し
て
第

③
段

が
真

の
自
説

の
展

開
な

の

で
あ

ら
う

。

こ

の
中

で
特

に
関

心
を

惹

か
れ

る

の
は
第
②
段

で
、

や
や
細

や

か

に
説

明

を
加

へ

よ
う

と
思

ふ
。

 

ω
。

「鳥

風
問

答

」
と
は
、

『
三
流
抄

』
に
そ

の
名
が

見
え

、

ま
た

は

『
玉

伝
深

秘
巻

』

に
所
収

さ

れ
る

一
項

に

「
七
歌

鳥
風

問
答
記

 

大
納

言
源

経

信
記

」

な
ど

と
あ

る
も

の
を
思

ひ
う

か

べ
て

ゐ
る
で
あ

ら
う

か
。

た
だ

、

講
述

者

に
は

、

こ
の
あ

た
り
記

憶

に
混
乱

が
あ

る
ら

し
く
、

後
者

と

は
内

容

的

に
重

ら

な

い
し
、

形
式

か
ら

い
ふ

と

『和
歌

知
顕

集
』

が
、

住
吉

明
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神

に
経

信
が
尋

ね

る
形

の
、
鳥

(
問
)
と
風

(答

)
と

の
問

答
体

で
あ

り
、

鳥

風
問
答

と

い
ふ

に
ふ
さ

は
し

い
が
、

こ
れ
も

以
下

の
内

容

に
は
厳
密

に

は
重

ら
な

い
。

内
容

か
ら

い

へ
ば

む
し

ろ

『古

今
灌

頂
』

で
あ

る
。

し

か

し

い
つ

れ
も

二
条
傍
系

の
藤

原
為

顕
を

経
過

す
る
秘

伝
書

で
あ

る
点

に
共

通
性
が

あ

る
。

 

@
。

そ

こ
で

『古
今

灌
頂

』

に
、
同
内

容
部

分

を
求

め

て
み
る
と

(尚

同
書

に
対
し

て
は

三
輪

氏

や
新
井

栄
蔵

氏

に
何

度

か

の
論

及
が

あ

る
。
諸

本

間

に
や
や
複

雑
な
事

情

が
存
在

す

る
こ

と
も
三
輪

氏

の
述

べ
ら
れ

る
通

り
。
稿
者

も
管

見
を
別

に
纏

め

た
の

で
さ
う

し
た
問

題

に
は
本
稿

で
は
触

れ
な

い
)
、
そ

の
神
宮
文

庫
蔵

本

に
於

て

「
若

ζ
傍
歌

実
義

図
」
と
名

づ
け

ら
れ

た

一
項
が

あ
り
、

そ

の
中

に

「
カ
ラ

ラ

ン
」

の
字
句

を
見
出

す

こ

と

が

で
き

る
。
全
体

は
、

所
謂
立

河
流

の
胎
内

五
位
図

を
、

和
歌

を
大

日
如

来

の
表

れ
と
す

る
主
張

の
中

に
埋

め
込

ん
だ

も

の
で
、
邪

流

の
胎

内

五
位

と
は
、

世
界
及

人
間

発
生

の
原
理

を
陰

陽
和
合

か
ら
説
く

こ
と
、
最

も
過

激

か

つ
具
体
的

な
教
説

で
あ
る
。

こ

の
項

に
よ
れ
ば

、

カ
ラ

ラ

ン
は
、
母

胎

に
子

が
宿

つ
た
最
初

の
七
日
間

を

い
ふ
。
順

次
出

生

ま
で

ア
ブ

ド

ン

・

ヘ
イ

シ

・
ケ

ン
ナ

ン

・
ハ
ラ
シ

ャ
キ

ャ
と
続
く

。

そ
し

て
こ

の
五
区

分
は

、

『
古
今
灌

頂
』
で
は

と
り
も

な

ほ
さ
ず
、

歌

の
五
句

と
対
応

関
係

を
持

つ
、

と
も
主
張

さ
れ

る
。
強

引

と

い
は
ざ

る
を
得

な

い
。

だ
が

、
数

の

一
致
を

要

と
し

て
、

一
見
何

の
関
係

も
な

い
複

数

の
も

の
を
、
本

質
的

に
は
同

一

だ
、

と
同
定

し

て

ゆ
く

の
は
、
中

世

の
伝
統
仏

教

に
は
ご

く

一
般

的

な
態

度

で
あ

る
。
述

語
成
分

の

一
致

に
よ

る
同

一
視

、
と
呼

ぶ
こ
と

も

で
き

る
。

と
も

か
く
、
「
ほ

の
ぼ

の
と

」
の
歌

の
第

一
句

は
胎
内

五
位

の
カ
ラ

ラ

ン
と

相
応

す
る
、
が

最
初

の

一
文

の
意

味

で
あ

ら
う
。

次

の

「
あ

か
し

は
十
月

に
五
体
成

ず

る
也
」
と
全

く

の
同
文

は

『古

今
灌

頂
』
の
中

に
は
な

い
が

、

カ
ラ

ラ

ン
か
ら

ハ
ラ

シ
ャ
キ

ャ
の
あ
げ

く

「
五

体
成
ず

る

」

の
は
も

つ
と

も
な

こ
と

で
、
原
拠

は
や

は
り

こ

の
項

と
考

へ
て
よ

か
ら
う

。
ま

た
、
『古

今

灌

頂
』

の

「
五
句

五
輪
」

の
項

に
は
、

「
あ

さ
ぎ

り

に
」
の
句

に

「
煩
悩

ノ
霧

之
仏
性

ヲ
隔
故

也
」

と

い
ふ
釈

を
あ

て

て
ゐ

る
。

仏
性

は
本
覚

真
如

と
同
義

で
あ
る

か
ら
、

こ

の
あ

た

り
は

ほ
ぼ
同

文

と
認
め

て

よ

い
。

一
方

「五
句
五
輪
」
の
前
の
項

(別
稿
で
は

「ほ
の
ぐ

の
歌
に
三
つ
の
説
あ

る
事

」

の
如

く
仮

題
を
付

し

た
)

に
は
、

初
句

・
二
句

に

「
生

」
を

配
当

し
、

以
下

の
各
句

に

「老

・
病

・
死

」
を
配

当

し

て
ゐ
る
。

「
嶋

カ

ク

レ

ハ

生

老
病

死

ノ
四
相
也

」

の
原
拠

は

こ

こ
に
あ

ら
う

か
。

又

は

『古

今

和
歌

集

灌

頂

口
伝

』

に
は

「生

老
病

死

の
四
苦

を

四
魔

と

い
ふ

な

り
。

し

ぬ

る

は
、

此

四
苦

に
お
か
さ

れ

て
死

れ
ば

、
此

を

四
魔

と
は
云

な

り
。
」

(ほ

の

ぐ

と
あ

か
し

の
浦

の
寄

の
事

)

と

の
べ
、
あ

る

い
は
、

『
玉
伝

深
秘

巻
』

の
異
本

・
『金

玉

双
義

』
第

66
項

(稿

者

の
翻
印

 
本

誌
前

号
)

に

「
或
人

ノ
義

二
云
ク
嶋

カ
ク

レ
行
ト

ハ
生

老
病

死
ノ
四
魔

.
カ
ク
レ
ユ
ク
ト
云

ヘ
リ
」

と
記

す

の
は
ほ

ぼ
同
文

で
あ

る
。

こ
れ

を
想
起

し

て
ゐ

る

の
か
。

 

の

。

『金

玉
双
義

』

の
第

13
項

に

「
船

ヲ
渡

ス

ニ
王

ノ
世

ヲ
度

ス
事

ヲ
タ

パ
フ

ル

・
ハ
比
也

」
と

す

る
の
が

ほ
ぼ
相

当

す
る

で
あ
ら

う
。

 

ω

。
正
確

に
は
不
明
。

た
だ

し
、

「
実
体

」
は

『古

今
灌

頂

』
の
中

で
も

多

用

さ
れ

る
用
語

で
は

あ
る
。

「
化

用

(導

き

の
た

め

の
は
た

ら
き

)
」

は

『
古
今

灌

頂
』

の
中

に
は
見
出

せ

な

い
。

し

か
し

「実

体

」

の

一
種

の
対

義

語

で
あ

る
か

ら
そ
れ

に

ひ
か
れ

て
用

ゐ
ら

れ
た

の
か
も

知

れ
な

い
。

 

以

上
厳
密

な
対

応
が

あ

る
の
は

一
部

に
す
ぎ

な

い
け
れ

ど

も
、
意

識

さ

れ

て
ゐ

る
の
は
、

主

に

『古

今

灌
頂

』
乃

至
為

顕

に
発

す

る

一
派

の
説

で
、

あ

ま
り
重
要

視

し
な

い

(
と
は

い

へ
使

ふ

べ
き
と

こ
ろ
は

残

し
、
強

ち

に

排
除

は

し
な

い
)
知
見

を
、

記
憶

で
講

じ

て
ゐ
る

た
め

に
、

い
さ
さ

か
不

一28一



正
確

な
言

及

と
な

つ
て
ゐ

る

の
で
は
あ

る

ま

い
か
。

つ
ま
り

そ

れ
ら
は

み

な
内
容
的

に
似

た
、
他

流

の
説

で
あ

り
、

そ

こ
に
『
和
歌

知
顕

集
』

(鳥
風

問

答
)
と

『古

今
灌

頂
』

『
玉
伝

深
秘

巻
』
等

と

が
混
同

さ

れ
た

理
由
が

あ

る
。
例

へ
ば

『
知
顕
集

』

に
は
色

こ

の
み

に

つ

い
て

「
凡

こ

の
み
ち
は

胎

卵

二
滞

の
和
合

の
法

と

て
、

よ

く
な

ら

ひ
、

よ

く
さ

と
り

ぬ
れ
ば

、
即
身

成

仏

の
く
ら

ひ

に
の
ぼ
る

べ
き
行

」

だ
な

ど
と
述

べ
て
ゐ

る
。
前

記

「
若

≧
伍
歌
実

義
図

」

の
用
語

で
も
あ

る

「赤

白

二
滞

和
合

」

は
邪
流

思
想

の

有

名
な

モ
ッ
ト
ー

で
あ

る
。

ま

た
陰
陽
和

合

に
よ

つ
て
森
羅

万
象

が
出

現

す
る
、
業

平

は
こ

の
理
法

を
悟

ら
し

め
よ
う

と

し

て
住
吉

明

神
が
姿

を
変

へ
た
も

の
だ
、

と
主
張

す

る

の
が

『
玉
伝
深

秘
巻

』

で
あ

る
。

 

か
う

し
た
古

注

に
伏

在

す
る
和

歌
観

を

一
口
で

い

へ
ば

、

陰
陽
和

合

と

そ
れ

に
よ
る
現

世

へ
の
万
物

の
出

現

を
、
本

来
的

に
は
悟

達

し

て
ゐ

る
仏

の

一
表
現

と
考

へ
る
。

畢
境

こ
と
ば

U
歌
も

、

人

の
五
体

と
対
応
関

係

に

あ

る
五
大

(地

・
水

・
火

・
風

・
空

)
、

そ

れ
は
究

極
的

一
者

(大

日
如
来

)

の
身
体

と
も

い
ひ
得

る
が
、

そ

の
自

己
顕
現

の

一
形
態

で
な

け

れ
ば
な

ら

な

い
。

こ
れ
ら

の
す

べ
て
に
は
対

応
関

係
が

あ

る

の
で
あ

る
。

さ
う

い
ふ

歌

と
し

て
ほ

ぼ
完
全
無

欠

な

の
が

「
ほ

の
ぼ

の
と
」
詠

で
あ

る
、

の
や

う

に
約
言

で
き

よ
う
。

 

他
方

こ

の
注

文

は
、

以

上

の
他

流
説

を
結

局

は
克
服

す

べ
き

も

の
と
位

置

づ
け

て
ゐ

る
や
う

で
あ

る
。
上

記
引

用
部

分

に
明
示

は

一
見

な

い
け

れ

ど
も
、
並

記

さ
れ
た

『
両
度

聞
書

』
に
「
霧
を

病

な
と
云

ハ
不

用
、

此
寄

を

当

流

に
秘

す

る
事

ハ
心

詞

と

》
の
ほ

り
て
然

も
幽

玄

に
た

け
た

か
く
余

情

あ

れ

ハ
也

」
の
や
う

に
述

べ
、

宗

舐
流

の
切
紙

に
も

「
貫
之

タ

ヒ
ノ
部

二
入

タ
リ
、
更
此

外

.
不
及
沙

汰

コ
ト
也

、
シ
井

テ
今

議
ヲ
タ

ツ
」
と
し

て
、
『
三

流

抄
』
や
前

に
言

及
し

た

『
玉

伝
深
秘

巻
』

の
異
本

・
『金

玉

双
義
』

と
同

旨

の
文

を

(参
考

ま

で

に
)
掲
げ

て

ゐ
る
。

 
常
縁

・
宗

祇

の
講
釈

は
初

心

の
も

の

に
対

し

て
は
、
他

家

の
否
定

す

べ

き
説

を

「
不
可

用
之
」

と

し

て
紹

介

し

つ

つ
、

そ

の
な

か

で
援

用

に
堪

へ

る

と
こ
ろ

は
わ
つ

か

に
残

し
、
主

と

し

て
、

「
当
流

」
で
は
あ

つ
て
も
最
奥

に
至

ら

ぬ
古

い
説

を

用

ゐ
て
な

さ
れ

た
、

と
思

は
れ

る
。
そ

の
や

う
な
伝

承
が
残

つ
て
ゐ

る
。

 
そ

れ
な

ら
ば
、

古
注

に
対

抗

で
き

る
別

の
強

い
和
歌
本

質
論

を
持

ち
合

は

せ
て
ゐ

た

の
か
ど
う

か
、
が
問

題

と
な

る
だ
ら

う
。

祇
注

に
あ

つ
て
古

注

に
な

い
も

の
と

い

へ
ば
前

稿

で
や

や
詳

し
く
記

し
た

、
文
学

に
具

は

る
、

儒
教
的

な

「
美
刺

」

の
観
念

で
あ

ら

う
。

し
か

し
、
五

大
と

五
何

の
対
応

を
見

る
例

の
思
想

は
、

宗

舐
ら

の
注
釈

に
も
底

流

し

て
ゐ
る

と

い
は
ね
ば

な
ら

な

い
。
「
只
此

道

ハ
和

を
も

ち

て
詮
と

す

へ
き
者
也
、
人

の
五
大

も

天

地

の
和

よ

り

お
こ
る
者

也

」

(
『両

度
聞

書
』
)
「
恋

を
五
巻

と

す
る
事

ハ
五

大
を
表

す
儀

也
、

恋

ハ
五

大
を
受

る

人

の
こ
と

わ
さ
也

、

一
切

妻

を

こ
ふ

る
生
類

も

五
大

を

つ
か

さ
と

る
也

」

(『
古
聞

』
)
等

、
類
似

す

る
文

を

い
く

つ
か
摘

記

し
得

る
。

だ

か
ら
現
代

的
視

点

か
ら

は
、
両
者

に
あ

ま

り
差

は

な

い
と

い

つ
て
も
あ

な
が

ち
誤

り
と

は

い

へ
な

い
の
で
あ

る
。
た

だ
、
『古

今
灌
頂

』

ほ
ど

の
強
烈

さ

、
組
織

、

具
体
性

は
、

そ

の
注
文

の
中

に
は

見

出

せ
な

い
や
う

に
思

ふ
。

 
仏
教

的
存

在
論

に
立

脚

す
る
限

り
、

五
大

成
身

の
思
想

は
捨

て
去

り
得

な

い

の
で
あ
ら

う
。

し

か
し
、
宗

祇

ら
が
、

あ

や

ふ
い

一
点

で

『古

今
灌

頂
』

の
高

調
す

る
や

う
な
教

説

と
挟

を
分

か

つ
て
ゐ

る
こ
と

の

み
は
確

か

と

い

つ
て
よ

か
ら
う
。

時

代

は
徐

々
に
動

い
て
邪

流
思

想
は
次

第

に
過
去

の
も

の
と
な

り

つ

つ
あ

る
。
宗

舐
ら

の
依

用
し

た

の
は
、
先

ま

は
り
し

て

い
ふ
な
ら

五
山
禅

林

に
流

れ
込

ん

で
ゐ

る
諸

思

潮

で
あ

る
。
そ

こ
で
は
仏

・
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儒

・
道

・
神

の
折

衷
が
主

要

な
テ

ー

マ
の

一
つ
と
な

つ
て
ゐ
た

や
う

に
見

え

る
。

 

膨

大

に
残

る

五
山
禅
林

の
詩

文

の
中

に
、

そ

の
証

は

い
く

つ
も
指

摘

で

き

る
が
、

用
意

に
不
足

を
感
ず

る

の
で
次

回

に
や

や
詳

し
く
、

祇
注

と
対

比

つ

つ
言

及
す

る

こ
と
と
し

よ
う
。

 
本

稿

の
後

半

で
は
、
前

稿

で
も
触

れ

た
裏
説

・
下

の
心

と

い
ふ

、
比
喩

的
解

釈

の
あ
り
方

を
、

再
考

す

る
。

後
記

の
と
ほ

り
、

こ

こ
に
最

も
講
述

者

の
教
義

が
表
出

さ

れ
る

か
ら

で
あ

る
。

 

と
こ

ろ
で
前
稿

で
は
あ
ま

り
深
く

考

へ
ず

に
使
用

し

た
、
比

喩

と

い
ふ

語

は

い
く
ら

か
問

題
含

み

で
あ

る
。

「
比

」
も

「
喩

」
も
、

そ

の
言
葉

自
体

は
、

ご
く
古

く

か
ら
存
在

し

た

に
ち
が

ひ
な

い
。

た
だ
現

在

「
比
喩

」
と

い
ふ
際

に
は
、
修

辞
学

の
用
語

体
系

が
暗

々
裡

に
想

定

さ
れ

て
ゐ

る
と

い

つ
て
よ

い
で
あ

ら
う
。

つ
ま

り
現
代

の
修

辞
学

・
言

語

理
論

の
用
語

で
、

古
典

の
言
葉

を
読

み
な

ほ
す
、

整

理
し

な
ほ

す
、

と

い
ふ
視
点

が
前

提

さ

れ
て

ゐ
る
。
そ

の
中

で
、
他

の
類
語

、
例

へ
ば

象
徴

・寓

意

(喩

)
・
隠

喩

な

ど
と

の
関

係

が
全
く

示
さ

れ

て
ゐ
な

い
前
稿

は
、

い
さ
さ

か
曖
昧

と

い

は
な
く

て
は
な

ら
な

い
。
問

題

と
し
た

か

つ
た

の
は
、
文

字

の
通

り

の
、

直
接

的
意
味

と
、

そ

れ

に
付
加

さ
れ

る
間

接
的

意
味

と

の
、
意

味
論

的

二

重
性

と

い
ふ

こ
と
で
あ

つ
た
。

術
語

の
厳

密

は
望

ま
し

い
こ
と

で
あ
る

か

ら
、
簡

単

に
概
念

規
定

を
し

て

お
く

こ
と
と

す
る
。

一
つ
の
表

現

の
う

ら

に
、
字
面

と
ち

が

つ
た
何

か
別

の
意

味

が

こ
め
ら

れ

て
ゐ
る

と
き
、

そ

の

事
態

を

、
古
典
古

代

の
修

辞

学
以
来

、
寓

意

(喩
)
・
隠

喩

・提

喩

・
換

喩

と

い

つ
た
語
を
使

つ
て
表

は
す
。

と

こ
ろ

で
、

か
う

し
た
意
味

の
二
重
性

に
か

か
は
る
用
語

で
は
、

「
シ

ン
ボ

ル
」
が

一
番

広

い
概
念

と

い

へ
る
だ

ら

う

。
象
徴

を
用

ゐ
た
表

現

(
シ

ン
ボ

リ
ズ

ム
)

を
、
類

比

と

い
ふ
作

用

に

よ
る
間
接

的
概
念

提

示
と
考

へ
る
な

ら
ば

「
言

語
的
象

徴
表

現
」

の
名

の

も
と

に
、
比
喩

や
前

記

の
寓

意

以
下

は
含

め
得

る
。

一
方

、
逆

に

「
ひ

と

つ
の
テ
ク

ス
ト
、

ひ
と

つ
の
言
説

は

、
解

釈

と

い
う
作

業

に

よ

っ
て
わ

れ

わ
れ

が
そ

こ
に
間
接

的
意

味
を

見

い
だ
し

た

と
き

か
ら
象
徴

と
な

る
」
(
ト

ド

ロ
フ
)
と

も

い

へ
る
。

さ

て
花

子

を

バ
ラ

で
比
喩

す

る
ー

花

子

は
僕

の

バ
ラ
、
と

い
ふ
時

、
花

子

と

バ
ラ

ニ
者

の
間

に

一
定

の
共
通
性

(花

子

は
美

し

い
/

バ
ラ

は
美

し

い
、

と

い
ふ

と
き

の
美

し
さ
、

そ

の
他

の
述
語

成

分
)

が
見
出

せ

る
。

メ
タ

フ

ァ
ー
と

は

か
う

し

た
関

係

に
立

つ
た

比
喩

で
あ
り

、
他
方

「
ア

レ
ゴ

リ

ー
は
連
繋

し
合

う

メ
タ

フ

ァ
ー

の
連

続
体

を

意

味
す

る
」
。

「
単

一
の
メ
タ

フ

ァ
ー
と
違

っ
て
、

ア

レ
ゴ

リ

ー
は
…

…
思

考

の
世
界

に
向

か
う

」
「
テ
ク

ス
ト

に
体
系

的

に
註

釈

を
加

え

て

ゆ
く

モ

ー
ド

な

の
で
あ
り
、

従

っ
て
解

釈
…

…

は

テ
ク

ス
ト
中

に
あ

る
本
文
自

体

か
ら

は
遠
ざ

か

っ
て

い
」

(注

5
参
考

書

ロ
)
く
。
詳

細

な
実

例

は
後

記

ニ

ュ
ッ
サ

の
グ

レ
ゴ

リ
オ

ス

の
講

話
参

照
。

な

ほ
本
稿

と
あ

ま

り
か

か
は

ら

な

い
提

喩

・
換
喩

は
言
及

を
省

く
。

と

も

か
く

「
比

喩
」

は

一
種

の
汎
称

で
あ

る
。

 

舐
注

の
裏

説

と
は
、

以
上

の
や
う

な

用
語
系

に
於

て
は
、
次

の
や
う

に

説

明

で
き

る
だ
ら

う
。

即
ち
、

古
今

集

の
歌

の

一
部

を
、

そ

こ

で
は
言
語

的

象
徴

表
現

と

い
ふ

べ
き
も

の
と
感

じ

て
を

り
、

そ

の
中

に
、

直
接

的
意

味

に
付

加

さ
れ

る
間

接
的

意
味

を
感

得

し
た
、

つ
ま
り

ま
つ

メ
タ

フ

ァ
ー

を
見

て
、

そ
の

メ
タ

フ

ァ
ー

の
解
釈

を

通
じ
、

ど

れ
も
短

か

い
け

れ
ど
、

一
種

の
ア

レ
ゴ
リ

ー
を

発
見

し
た

も

の
で
あ

る
、

と
。
前

稿

注

5
に
引

く

例

を
再

び
提

示

し
て

み
よ
う
。

蜘
番

歌

「
秋

ち

か
う
野

は
な

り

に
け
り
白

露

の
お
け

る
下
葉

も
色

か

は
り

ゆ
く
」
に
対
し

、

『古

聞
』
は
、

「
君

二
護

言
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な
と

す
る
人

の
詞

は
、
草

の
露

玉
を

か
さ
り

た
る
如

く

の
虚
言

あ

り
、

さ

れ
と

も
、
次

第

二
其

心
あ

ら
は

れ

ぬ
れ

は
、
諜

人

に
秋

ち
か
く

な

る
如

く

、

君

に
も
許
容

な
き
事

の
た

と

へ
也

」
と

い
ふ
解

釈

を
与

へ
て
ゐ

る
。

こ
れ

を
ま

へ
の
用
語

を
用

ゐ

て

い
ひ

か

へ
れ
ば

、

こ

の
歌

で
は
「
白

露
」

(露

は

「
蓮
葉

の
濁

り

に
染

ま

ぬ
心

も

て
何

か
は
露

を
玉

と
あ
ざ

む

く
」

で
は

な

い
が
、

一
見

玉
か

と
目
を
あ

ざ

む
く
)
は
虚

言

(虚

言

は
人
を

あ
ざ

む
く

)

の

メ
タ

フ
ァ
ー
、
「
色

か
は

り
」
は
君

の
態

度

の
変
化

の
メ
タ

フ

ァ
ー

で
あ

り
、
秋

と
飽

き

の
掛
詞

を
媒
介

に
、

歌

の
全
体

は
、

君
側

に
存

在

す
る
好

物

の
、
結

果
的
失

敗

を
調
す

る

ア

レ
ゴ

リ

ー
と
な

つ
て
ゐ
る
、

な

ど
と
換

言

で
き
る
だ
ら

う
。

か
う
主

張
す

る
宗

舐
ら

の
下
層

意
識

に
は
、
儒

教
倫

理

の
、
大

げ

さ
に

い

へ
ば

教
義

が
、
遠
く

響

い
て

ゐ
る
や

う

に
思

は
れ

る
。

 

舐
注

の
裏
説

を
通
覧

す

る
と
、
常

縁

・
宗
祇

、
即

ち
解

釈
者

側

に
、
何

か

の
い
は
ね
ば

な
ら

ぬ
主
張

が
あ

り
、

そ
れ

は
、
前

に
の

べ
た
と

ほ
り
邪

流

思
想

と
は
、

や
や
趣

き
を

異

に
す
る

も

の
だ

が
、

そ

れ
を
、

相
当

強
引

に
適

用

し
て

ゐ
る
、

と
考

へ
て
よ

い
や

う

で
あ

る
。

こ
の
種

の
強
引

な
解

釈

は

一
見

、

か
な
り
特
殊

な
解

釈

と
思

は
れ

よ
う
。

し

か
し
時

代

と
国

と

の
範

囲

を
拡

げ

て
歴
史
的

に
た
ど

る
な

ら
実

は
さ
う

で

は
な
く

、

と
く

に

中

世

で
は

一
般
的

現
象

と
す

ら

い

へ
る
。

 

奇
想

め
く

か
も
知

れ
な

い
が
、

こ

こ
で

「
聖
書

」
釈

義

の

一
例

を
示

し

て
、
論

を
普

遍
化

し

て
み
よ

う
。
記

述

の
厳
密

と

い
ふ

こ
と

で
は
冒

険

で

は
あ

つ
て
も
、
特

殊

の
場

か
ら

一
般

の
場

へ
導

く
粗
大

な

試

み
も
必

要

で

あ

る
、

と
思
ふ

か
ら

で
あ
る
。

 

ユ
ダ

ヤ
ー
キ
リ

ス
ト
教

の
聖
書

は
、
言
語

的
象

徴
表

現

と

み
な

さ
れ

て
、

教
義

的
解
釈

が
営

々
孜

々
と
続

け
ら
れ
た

テ
ク
ス
ト

の
代
表

で
あ

る
。
個

々

の
メ
タ

フ

ァ
ー

の
解
釈

を

つ
み
あ
げ

て
、

全
体

に

ア

レ
ゴ

リ

ッ
ク

な
意
味

を
発

見
し

て
ゆ
く
、

強
力

な
想

像
力

の
働

き

が
見
出

さ

れ
る
、

次

の
引

用

は
、

旧
約
聖
書

「
雅

歌
」

(
ユ
ダ

ヤ

の
古
代

歌
謡

で
、

ど
う

み

て
も
相

聞
歌

で
あ

る
)
の

一
節

を
対
象

と
す

る
、

キ
リ

ス
ト
教
護

教
家

と

し
て
高

名
な

、

ニ

ュ
ッ
サ
の
グ

レ
ゴ
リ

オ

ス

(四
世

紀
)

の
講

話

で
あ

る
。

も
と

の
全
体

は
、

一
篇

の
詩

に
対

す

る
解
釈

と

し

て
は
委
曲

を

尽
し

た
も

の

で
あ
り
、

長
文

に
及

ぶ
の

で

一
部

を
抜
粋

す

る
。

な
ほ

こ

の
解

釈

の
文
脈

で
は
、

旧

約

聖
書

の
記

述
が
新

約
聖

書

に
於

て
実

現
さ

れ

て
ゐ
る

と
す

る
、
所

謂

「
予

型
論

」
が
枠

組

み
と
な

つ
て
を
り
、

花
婿

は
神

1ー
キ
リ

ス
ト

の

メ
タ

フ

ァ

ー
、

こ
れ

に
呼
び

か
け

ら
れ

て
ゐ

る
花
嫁

は
教

会

(キ
リ

ス
ト
者

の
共
同

体

)
の

メ
タ

フ

ァ
ー
と
考

へ
ら

れ

て
ゐ

る
。

(

)
内

は
稿
者

が
加

へ
る
補

注
。

 

 

:
「恋

人

〔花

婿

〕
は
、
私

に
答

え

て
語

り
ま

す
。
〈
い
と
し

い
佳
人

 

よ
、

私

の
美
し

い
鳩

よ
、
立

っ
て
出

て

お

い
で
。

見
よ

、
冬

は
過

ぎ
、

 

雨

は
遠
ざ

か
り

や
ん
だ

。
地

に
は
花

々
が
咲

き
出

で
、

は

や
花
摘

み

の

 

季
節

と
な

り
、

こ

の
地

に
も
錐
鳩

の
声

が
聞

こ
え
る
。
無

花

果

は
青

い

 

実

を

つ
け
、
葡
萄

は
花

咲

き
、

そ

の
香

り
を

放

つ
〉
」
と
。

…
…

(以
上

 

の
)

原
文

は
、
冬

の
厳

し

さ
を
斥

け
、

甘
美

な
話

題
を
好

ん

で
取

り
上

 

げ

な
が
ら
春

の
華

や

か
さ

を
み
ご

と
に
描

い
て
見

せ
て

い
る
。
/
し

か
し

 

わ

れ
わ

れ
は
、

こ

の
よ
う

な
美

し

い
春

の
描

写

に
長

々
と
思

い
を

奪

わ

 

れ

て

い
て
は
な

る
ま

い
。

む
し

ろ

こ
の
よ
う

な
話

を
通

じ

て
明

ら
か

に

 

な

る
も

ろ
も

ろ
の
神
秘

に
向

っ
て
近
寄

り
、

話

の
言
葉

に
秘

め

ら
れ

た

 

意
味

の
宝
蔵

を
開

け

て
み

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

…

…

い
ま
や
正

義

の

 

太
陽

が
厳

し

い
冬

の
上

を
照

ら

し

て
春

を

も
た

ら
す
。
南

風

は
、

東

に

 

光

が
昇

る
と
同
時

に
、
土
地

の
全
体

を

暖
め

な
が

ら
冬

の
氷

を
融

か
す
。

 

そ

れ
は
氷

の
冷

た
さ

に
よ

っ
て
石

の
よ
う

に
固

く
な

っ
た
人

間

が
、
(
父
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な
る
神

か
ら

発
出

し
、
人

間

の
内
心

に
働

き

か
け

る
、

救

い
主

た
る
)

 
聖

霊

の
息

吹

に
よ

っ
て
心

の
底

ま

で
暖

め
ら
れ
、

(父

な

る
神

の
)
御

言

 
葉

の
光

に
よ

っ
て
融

か
さ
れ

て
、
再

び

「
永
遠

の
生
命

に
向

け

て
湧
き

 
出

る
水

」

〔
ヨ

ハ

(ネ

に
よ

る
福
音

書

)
四

(章
)
二

四

(節

)
〕
と
な

 

る
た

め

で
あ

る
。

…
…
冬

と
言

わ

れ
る

の
は
、

悪

の
多

様

さ
を
意

味
す

 

る
た

め
で
あ

る
。

…
…

万
象

が
死

の
悲

し
み
を

模
倣

す
る
。

若
芽

は
死

 

に
絶

え
、
草

々
は
枯

れ

る
。

…
…

こ

の
よ
う
な
冬

の
嵐

と

そ
れ

に
類
似

 

し
て

い
る
す

べ
て
の

こ
と
が
、
象

徴

的

な
意

味

を
持

っ
て

い
る

よ
う

に

 
思

わ

れ
る
。

た
と

え
ば
、

冬

の
あ

い
だ

に
し

お
れ

て
滅

び
去

っ
て
し
ま

 
う

も

の
と
は

、
何

を
象
徴

す

る

の
で
あ

ろ
う

か
。

…

…

こ
の
よ
う

な
冬

 

の
比
喩

は
、
生

命

を
持

ち
自
由

選
択

意
志

を
具

え

て

い
る

も

の
を
意

味

 
し

て

い
る

の
で
あ

る
。
…

…
す

な
わ

ち
人
間

性

は
、
元

始

に
は
楽

園

に

 
あ

っ
て
、
そ

の
泉

の
水

に
よ

っ
て
豊

か

に
さ
れ
、
養

わ
れ

て

い
た

の
で
、

 
花

の
よ
う

に
咲
き
誇

っ
て

い
た
。

そ

の
と
き

に
は
不

死

の
若

葉

が
、
葉

 

に
代

わ

っ
て
人
間
性

を
若

々
し
く
し

て

い
た

の
で
あ

る
。

し

か
し
不
従

 
順

と

い
う
冬

が

こ
の
花

の
根

を
枯

ら
し

た
と

き
花

は
落

ち
地

上

で
朽

ち

 

は

て
た
。

人

間
は

そ

の
不

死

の
美

し
さ

を
剥

奪

さ

れ
、
そ

し

て
不
義

に

 
満

ち
神

へ
の
愛

が
冷

え

た

の
で
、
徳

の
草

々
は
枯

れ

て
し

ま

っ
た
。
…
…

 

し
か

し
わ
れ

わ
れ

の
許

に
霊
魂

の
春

を

も
た
ら

す
方

(父

な
る
神

の
子

 
神

で
あ
る
キ

リ

ス
ト
)

が
来

る
と

…
…

わ
れ
わ

れ

の
人
間
性

は
再

び
芽

 

を
吹

き
出

し

、
そ

れ

に
固

有

な
花

々

で
若

や
ぎ

始

め
た

の
で
あ

る
。

わ

 

れ
わ

れ
の
生
命

の
花

と

は
徳

で
あ

り
、

い
ま
や
花

咲

き
、

そ
し

て
季
節

 

に
ふ

さ
わ
し

い
み
ご

と

な
実
を
結

ん

で

い
る
。

…
…

(
『中
世

思
想

原
典

 
集

成
』

2

「盛

期
ギ

リ

シ
ア
教

父
」

聰
 

平
凡

社
)

ご

く

一
部

の
引

用

か
ら

で
も
、
教

義

を
共
有

し

な

い
我

々
に
と

つ
て

こ
の

講
話

が
著

し

い
牽
強

付
会

で
あ

る
こ
と

に
、
強

い
印
象

を
与

へ
ら
れ

る

で

あ

ら
う
。

か
う
し

た
解
釈

は

、
記
憶

に
の

み
存

在
す

る
、

キ
リ

ス
ト
教

教

義

の
想
起

に
も

と
つ

い
て

ゐ
る
。
近

代

の
知
性

は

こ

の
種

の
詩

か
ら

聖
性

を
剥

奪

し

て
し

ま
ふ
。

し

か
し
単

な
る

男
女
愛

の
古

代
歌

謡

が
、

こ
の
解

釈

に
よ
れ
ば

(或

は

こ
の
類

の
解

釈

に
よ

つ
て
は

じ
め

て
)
強

烈
な

精
神

性

を
帯

び

て
見

え
る
、

と

は
確

か

に
い

へ
る
や
う

に
思

ふ
。

ま
た
グ

レ
ゴ

リ
オ

ス

の
言

葉

に
込

め
ら
れ

る
思
想

自
体

は
、

一
面

な

か
な

か

に
味

は

ひ

深

い
の
で

は
な

い
だ
ら

う

か
。

 

さ

て
、
主

に

ア
ウ
グ

ス

テ

ィ
ヌ

ス
の
教

理
的

著
作

に
依
拠

し

な
が

ら
、

キ
リ

ス
ト
教

護
教
家

(11
教

父
)

の
聖
書

釈
義

を
、

と
く

に
強
力

な
解

釈

の
戦
略

と
し

て
整

理
し

て

ゐ
る

の
が
、

ツ
ヴ

ェ
タ

ン

・
ト
ド

ロ
フ
の

『
象

徴
表

現

と
解

釈
』

で
あ

つ
た
。

た

だ
実
例

に
や
や
乏

し

い
印

象

は
あ

る
。

前

引
グ

レ
ゴ

リ

オ

ス
の
講

話

も
、

こ

の
書

に
引

く

も

の
で
は
な

い
。

と

は

い

へ
私

見

で
は
、

本
書

の
所

説

は
、
特

に
前
半

部

が
、
毛

詩
伝

箋
本

に
見

ら
れ

る
注
釈

や
、

課
題

と
し

て

ゐ
る
祇

注

の
裏

説

の
構
造

を
説

明
す

る

の

に
大
変

役

に
立

つ
や
う

に
思

ふ
。

実

は
直
接

的
意
味

・
間

接
的

意
味

、
言

語

的
象

徴
表

現

な
ど

の
既

に
多

用
し

て
ゐ

る
用
語

も
、
本

書

か
ら
借

り

た

も

の
で
あ

る
。
問

題
を

い
た

づ

ら

に
拡

散

さ
せ
な

い
や
う

深

入
り

は
避

け

な
が

ら
、

と

こ
ろ
ど

こ
ろ
敷

衛

し

つ

つ
、
次

に
要
約

し

て
紹
介

し

て
お
き

た

い
。

 

ト

ド

ロ
フ
は
、
前

記

し

た
種
類

の
教

父

の
釈
義

を

「目

的
原

因
論

的
解

釈

」

と
名
づ

け

る
。

さ
て

こ

の
解

釈

の
そ
も

そ
も

の
理
論

的
基

盤

は
、
主

と
し

て
プ

ラ
ト

ニ
ズ

ム
で
あ

る
。

プ

ラ
ト

ン

に
と

つ
て

「
目

に
見
え

る
現

象

は

…
…
非

物
質

的
観

念

の
具

現
な

の
で
あ

る
」
。
こ

こ
で
ト

ド

ロ
フ
が

い

ふ

の
は
、
誰

で
も
知

つ
て
ゐ
る
、
あ

の
有
名

な
イ
デ

ア
説

の
こ
と

で
あ

り
、
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そ

の
最

も
基
本

的
思

想
構

造

は

「
充
満

の
原

理
」

と

い
は
れ

る
。
知

性

に

よ

つ
て
理
解

可
能

な
世
界

は
、
究

極

的

一
者

1ー
イ
デ

ア

の
充
満

と
流

出

と

し

て
把

握

さ
れ

る
。

世
界

は
最
低

の
形

態

か
ら
最
高

の
形
態

(イ
デ

ア

・

形
相

)

に
向

け
巨
大

な

ヒ

エ
ラ

ル
キ
ー
的
構

造
体

を
な

す
。
プ

ラ
ト

ニ
ズ

ム
の
援
用

と
し

て
キ
リ

ス
ト
教

的
中

世

で
は

「宇

宙
全

体
が
神

の
象

徴

と

み
な

さ

れ
て

い
る
」
。

「世

界

は

一
冊

の
書
物

で
あ

る
」
。

充
満

の
原

理

は
、

ネ

オ
・
プ

ラ
ト

ニ
ズ

ム
を
通
じ
、

中
世

の
イ

ス
ラ
ー

ム
、

ユ
ダ

ヤ
ー
キ
リ

ス

ト
教

に
流

れ
込

ん
で
ゐ

た
。

 

こ
の
世
界

観

の
下

で
は
、
象

徴
表

現

の
解

釈

が
、
基

本
的

に
は
常

に
要

請

さ
れ

て
ゐ
る

こ
と

に
な
る

だ
ら
う

。

 
そ

し

て
教

父

の
釈

義
学

に
於

て

は
、

テ
ク

ス
ト

に
確

認

さ
れ

る
奇

異

性

が
指
標

と
な

つ
て
、

以

上

の
領
解

の
下
、

こ
と

さ
ら
解

釈
が
促

さ
れ

る
こ

と
も
多

い
。

そ

の
指

標

を
、

ト
ド

ロ
フ
は
次

の
や
う

に
纏

め
る
。

e
同

じ

文
脈

に
属

す
る
別

の
言
表

と

の
間

の
、
矛
盾

や

不
連
続

性
、

(同
語

の
)
反

復

11
余

剰
、
口
あ

る
共
同

体

が
共
有

す

る
知

識

臼
集
団
的

記
憶

と
照

合

し
、

理
解

不
可
能

で
、
本

当

ら
し

さ

に
違

反
し
、
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
に
反

す
る
点

。

9
を

連
辞
的

指
標

、
口

を
範
例

的
指

標

と
呼

ぶ
。

か
う

し

た
奇
異

性
を

解

消

さ
せ
よ
う

と

し
て
、
象

徴
的

連
合

口
象
徴

的
喚

起
が

は

じ
ま

る
。
教

父

の
釈
義

に
は
範
例

的
指
標

に
よ

つ
て
喚
起

さ

れ
た
場
合

が
多

い
。

 
グ

レ
ゴ

リ
オ

ス

の
講

話
は
、

勿
論

口

の
指

標

に
よ

る
喚
起

で
あ

る
。

即

ち
、
自

己

の
信
奉

す

る
キ
リ

ス

ト
教

の
正

統
教
義

と

の
絶

え
ざ

る
照
合

の

も

と
で

は
、

ご

く
ふ

つ
う

に
読

め
ば

相
聞

歌

に
す
ぎ

な

い
雅

歌

も
、
聖

曲
ハ

と
考

へ
ね
ば

な

ら
な

い
の
が

、
伝
統

的

に
絶
対

的
要
請

で
あ

る
。

し

か
し

さ
う

考

へ
ね
ば

な
ら

な

い
時

に
感
ず

る
、

詩

の
字
面

の
大

い
な

る
奇
妙

さ

は
残

る
。
精

神
的

内
容

を
語

つ
て
ゐ
な

い
か
ら

で
あ

る
。

そ

の
奇
妙

さ
が

解
釈

の
契

機

と
な

つ
て
ゐ

る
、

と
解

せ
る
。

ト
ド

ロ
フ
は
勿

論

、
護

教
家

で
は
な

い
か
ら
、
字

面

の
裏

に
本

来
的

に
備

は

る
「
比
喩

的
意

味
」

(乃

至

「霊

的
意

味
」
)
な

る
も

の
を
認

め
て

は
ゐ
な

い
。

シ
ン
ボ

ル
と
、

別

の
何

か
あ

る
観

念

と

の

「連

合
」

に
よ

つ
て
、

つ
ま

り
解

釈
行

為

に
よ

つ
て
、

も

う

一
つ
の

(本
来

な

ん
の
関
係

も

な

い
)

意
味

 

 
間
接

的
意

味

が
発

見

さ
れ

る

の
だ
、

と
考

へ
る
。

け
れ

ど
も
教

父
達

の
心
性

、
世

界

観

の
な

か
で

は
、

本
来

備

は
る
意
味

(霊

的
意

味
)

は
現

に
あ

る
。
教

父

に
と

つ

て

「
字
義

的
意
味

は
包

み
で
あ

り
、
霊

的
意
味

が
事

物

そ

の
も

の
な

の
で

あ

る
」

と

い
ふ

こ
と

に
な

る
。

 

聖
典

に
対

す
る
釈
義

が
重

層
的

に
な
ら
ざ

る
を
得

な

い
こ
と

は
、

イ

ス

ラ
ー

ム
世

界

を
含

め

(
ア

ン
リ

・
コ
ル

バ
ン

『イ

ス
ラ

ー

ム
哲

学
史

』
)
、

普
遍

的
現

象

と

い

つ
て
も

よ

い
や
う

な

の
で
あ

る
。
毛
詩

も

そ

の

一
つ
で

あ

る
。

日
本

で

い

へ
ば
経
典

に
意

味

の
重
層

を
看

取
し

た
、
特

に
中
世

の

伝

統
仏
教

側

で

の
四
重

の
釈

義

(浅
略

釈

・
深
秘

釈

・
秘
中

秘
釈

・
秘

秘

中

秘
釈
)

な

ど
も
、

大
き

く

い

つ
て
同
種

の
精
神

の
働

き

で
あ
り

、
プ

ラ

ト

ニ
ズ

ム

に
近

似

し
た
基
本

構
造

が
存

在

し
て

ゐ
る

と
考

へ
ら

れ
る
。

 

無
論
稿

者

は
、
例

へ
ば

、

キ
リ

ス
ト
教

な
り
、

ネ

オ

・
プ

ラ

ト

ニ
ズ

ム

が

、
大
乗

仏
教

に
影

響

し
、

そ

れ
を
介

し

て
、
下

つ
て
は
祇

注

に
ま

で
も

影

響

し
た
、

な
ど

と

い

つ
た
稿
者

の
実

証

の
能
力

を
遙

か

に
越

え

て
し
ま

ふ
途

方

も
な

い
説
を

、
こ
こ

で
持

ち
出

す

つ
も

り
な
ど
全

く

な

い
。
当

面
、

恐

ら
く
言

説

一
般

に
、
言
語

的
象

徴
表

現
を

感
じ

と
り

が
ち

で
あ

る

の
は
、

人
間

に
本

来

備

は
る
、

一
種
普
遍

的

な
働

き
な

の
だ

と
考

へ
る
以
外

な

い

と
思

つ
て

ゐ
る
。

 

と

も
あ

れ
比
較

の
対
象

を
傍

に
対

置

す
る

こ
と
が

、
事
態

の
明
確

化

に

役

立

つ
、

と
信
ず

る

の
で
、
全

く

の
専
門

外

の
領
域

に
言

ひ
及

ん

だ

の
で
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あ

る
。

 

さ

て
再

び
舐

注

に
至

り

つ
き
、
以

上

の
用
語

で
も
う

す

こ
し

の
例

を
整

理

す

る
前

に
、
祇

注

に
強

く

影
響

し

て
ゐ
る
、
と
稿
者

の
考

へ
る
毛
詩

の
、

特

に
小
序

に
、

「
目

的
原

因
論

的
解

釈
」
が
存

在

し

て
ゐ
る

の
で
類
似

と
差

違

と
を

】
瞥

し

て
お

か
う

(
も

つ
と
も
前
稿

注

12

に
引

く
数
篇

に
注

意
を

喚
起

す

れ
ば
当

面
十

分

な

の
で

は
あ
る
。
説

明

の
都
合

上
、

一
例

の
み
示

す

こ
と

と
す

る
)
。
前
稿

に
も
記

し

た
通
り
、
毛
詩

の
現
行
本

の
代

表
、
所

謂

「
伝
箋

本
」

は
、

注

と
本
文

の
重

層

か
ら
な

る
。
ま

つ
小
序

(
一
種

の

注

で
あ

る

の
で

こ
れ
を
注

一
と
す
る
)
・本

文

(伝

統
的

な
用
語

で
あ

る
「
経

文
」

と
す

べ
き
だ

と

の
教

示
を

う

け
た
。

も

つ
と
も

で
あ

る

が
、
前
稿

と

の
統

一
と
、
本

文

〈
テ

ク

ス
ト
〉
/
語

釈

〈
グ

ロ
ス
〉
乃
至

註
釈

く
コ
メ

ン

タ

リ
ー
V

の

一
般
的

対
比

を
生

か
し

て

お
き
た

い
の

で
あ

へ
て

こ
の
ま
ま

に
し

て
お
く
)
・
小
序

の
解

釈

に
従

ひ

つ
つ
小
序

や
本
文
を
釈

す

る
「
毛

伝
」

(こ
れ
を

注

二
と

す
る
)

「
鄭
箋

」

(こ

れ
を
注

三
と
す

る
)

と

い
ふ
、
更

な

る

二
種

の
注

、

の
順

で
記
載

さ

れ
て

ゐ
る
。
次

に
、
比

較
的

短

か
く
、

且

よ
く
知

ら

れ
た

「
桃
天

」

(巻

第

一 

國

風
 

周
南
)
を
上
記

の
区

分

に

従

つ
て
示

す
。

依
拠

本

は
清
原

宣
賢

書
写
加

点
本

(静
嘉

堂
文
庫

蔵

本
影

印
本
)
を
用
ゐ
、
原
本
の
朱
筆
ヲ
コ
ト
点
ー

線
点

・
星
点
混
在
1

は

送

り
仮
名

と
合

し

て
訓

む
。

ま
た
も

と
朱

の

「
・
」
は
読

点
、

「
.
」

は
句

点

で
あ

る
。

 

(注

一
11
小

序
、

原
本

単
行

大
字

)

 
 

桃
-
天

ハ
后

-
妃

ノ
之

所

け
リ

致

也

.
不
ン
ハ
妬

-
忌

磁
・
則

男
-
女

・
以

〃

 
 

正
ヲ
・
婚

-
姻

・
以
鞍
.
時

ヲ
國

二無

》
鰹

ー
民

「也

 

(注

ニ

ー1
毛

伝
、

原
本

小
字

双
行

)

 
 

考

ア無

"
妻

・
日

レ
繰

ト

(本

文

、

単

行

大

字

)

●
桃

ノ
之

天

-
天

タ
ル
・
灼

。
-
灼

タ
ル
其

ノ
華

ア
リ

(注

ニ

ー1
毛

伝

)

興

ナ
リ
也

.

桃

ノ
有

⊃
華

之

盛

サ
ル
。
ト
者

ソ
.

 

也

.

灼

-
灼

ハ
華

之

盛

ナ
ル
ソ
也

.

(注

三

11
鄭

箋

、

小

字

双

行

)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ
ル 天

-
天

ハ
其

.
少

牡

ナ
ル
ソ

 

箋

云

興

タ
..
ク
ハ
者

喩

フ
・
時

ノ
婦

-
人

・
皆

得

忘
以

了
年

盛

ナ
ル
時

づ
行

ザ
也

(本

文

)

之

ノ
子

干

-
蹄

.
宜

⊃
其

室

-
家

弓

(
注

二

)

 

之

-
子

ハ
嫁

-
子

也

.
子

ハ
往

也

.

宜

秒
以

け
有

コ
室

-
家

一
無

払
レ
鍮

四
ト

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ
キ

 

時

ヲ
者

ナ
リ
.

(注

三

)

 

箋

云

宜

.
ト
ハ
者

謂

二
男

-
女

年

-
時

・
倶

二
當

魂

ヲ

(本

文

)

●

桃

之

天

-
天

タ
ル
・
有

二
費

タ
ル
其

ノ
實

一

(注

二

)

 

普

ハ
實

ノ
貌

.
非

三
但

・有

ユ
ノ
ミ
ニ
華

-
色

ヨ
.
又

・有

二
婦

-
徳

一

(本

文

)

之

ノ
子

干

-
錦

.
宜

⊃
其

家

-
室

,～

(注

二

)

 

家

-
室

猶

コ
室

-
家

ヨ
也

 

 

 

 

シ

(本

文

)

●

桃

之

天

-
天

タ
ル
・
其

葉

藁

-
棊

タ
リ

(注

二

)
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棊

-
棊

ハ至

テ
盛
ナ
ル
ソ
貌

.
有

レ
色
.
有

レ
徳
.
形
-
艦

至
..
盛

ナ
リ
也

 

 
 

 
 

 

 
 

 

本
充
 
 
 
 1

 

(本

文
)

 

之

子
干
ー
蹄

.
宜

二
其

家
-
人

,～

 

(注

二
)

 

 

一
-
家

之
人

・

蓋

ク
ニ
以

ア爲

以
宜

。
ー
.

 

(注

三
)

 

 
箋

云
家

-
人

ハ猶

二
室
-
家

一也

 

 
 

 
桃

天

三
章
章

四
句

字

句

の
直
接

的
意
味

は
、

桃
が
咲

い
た
折

に
、
娘

が
結
婚

す

る
、

に
す
ぎ

な

い
で
あ
ら

う
。
勿

論
、

作
意

に
、

は
や
く

も
何

ら
か

の
間
接

的
意

味

が

籠

め

ら
れ

て
ゐ

る
の

か
ど
う

か
、

小
序

ほ
ど

ア

レ
ゴ
リ

ッ
ク

に

で
は
な

い

が

、
現

代

で
も

こ
れ
を

メ
タ

フ

ォ
リ

カ

ル
に
解

す

る
解
釈

は
多

い
。
「
美

し

い
花
ば

か
り

を

い
わ
ず
、

大

き

い
実

を

い
い
、
茂

っ
た
葉

を

い
う
。

娘

が

嫁

い
で
よ

い
子
を

多
く
持

っ
て

一
族
繁

栄
す

る
事

を
祝

し
た
」
(目
加

田
誠

『
詩
経

』
講

談
社

学
術
文

庫
)

と
。

た
だ
小
序

に
は
、

そ
れ

を
越

え
、
儒

教

的

イ
デ

オ

ロ
ギ

ー

に
よ

つ
て
発
想

さ
れ
た

、

ア

レ
ゴ

リ

ッ
ク
な

一
篇

の

内

実
、

即

ち
、
字
句

の
意

味
内

容
を

発
せ
し

め

る
は
ず

の
感
情

内
容

、

と

考

へ
ら

れ
た

も

の
が
示

さ
れ

て
ゐ
る
。

小
序

は

コ
メ

ン
タ
リ

ー

の
性

格

が

つ
よ

い
。

一
方

伝

・
箋

は
グ

ロ
ス
で
あ

ら
う

。
歴
史

的

に
は
、

ま
つ

小
序

が

詩

に
付

さ

れ
、

そ
れ

に
沿

つ
て
、
伝

・
箋

が
加

へ
ら

れ

て
ゐ
る

の

で
、

教

父

の
釈

義

の
手

順
と

は

一
見

す
る

と

い
く

ら

か
異
な

る
。

つ
ま

り

メ
タ

フ

ァ
ー
を
集

め

て
、
そ

の
連
繋

の
上

に
最
後

に
ア

レ
ゴ

リ
ー

が
導

か
れ

る

と

い
ふ
の

で
は
な

し

に
、

第

一
の
注

で
あ
る

小
序

に
よ

つ
て
、

ま

つ

ア

レ

ゴ

リ

ー
が
包
括

的

に
与

へ
ら

れ

(与

へ
る
に
際

し
て

は
、

メ
タ

フ

ァ
ー
解

釈

が
先

行
し

て
あ

つ
た

の
だ

ら
う
が

、
消
え

て
し

ま

つ
て
ゐ

る
)
、
そ
れ

に

沿

ひ

つ
つ
、
伝

・
箋

で
メ

タ

フ
ァ
ー
が
再

び
発

見

さ
れ
、

指
摘

さ
れ

る
、

と

い
ふ
順

を

と
る
。

 

こ

の
小

序

に
は
、

周

の
文

王

の
后

の
行

跡

へ
の
仮

託

が
あ

る
。

周
南

の

詩

篇

の
小

序

に
は
后
妃

仮
託

の
も

の
が
多

く
、
前

稿

に
引

く

冒
頭

篇

「
関

雅

」

に
典

型
的

に
表

は
れ

て
ゐ

る
や
う

な
、
妻

で
あ

る
女

性

の
倫

理
的

に

理

想

の
あ
り
方

、

と

い
ふ
儒

的

テ
ー

マ
の

一
端

が
、

こ
こ

に
も
露

呈

さ
れ

て
ゐ

る
。

お

ほ
よ
そ

の
意
味

を

と
る
な

ら
、
后

妃

は

い

つ
も
桃

の
花

の
や

う

に

い
み
じ

き
人

で
、

嫉
妬

で
夫

を
悩

ま
せ

た
り

し
な

い
方

で
あ

つ
た
。

範

を
示

さ
れ

た

の
で
人

民
も

男
女

の
あ

り
方

が
正

し
く
、

年
頃

に
は
結

婚

し

て
、
老

年

ま
で
独
身

者

で
ゐ

る
男

は

ゐ
な

か

つ
た
、

と
。
繰

り

返

せ
ば

ま

つ
儒

の
教
義

が
あ

り
、

そ

の
想
起

に
も
と

つ

い
て
解
釈

が
行

な

は

れ

て

ゐ
る
、

と

い

へ
よ
う
。

従

つ
て
解
釈

を
喚

起

す
る
指

標

は
口
範

例

的
指

標

と

い

つ
て
よ

い
。

つ
ま
り
字

面
だ

け

の
意

味

で
は
、

何
故

こ
れ
が

聖
典

で

な

け
れ
ば

な

ら
な

い
の
か

の
理
由

が
稀
薄

な

の

で
あ

る
。

教
義

と
照
合

し

た

際
、

そ

こ
に

一
種

の
奇
異

性
が

あ

る
。

 

と

こ
ろ

で
他

の
小
序

を
通

覧
す

る
な

ら
、

周
室
創

草
期

以
来

の

一
種

の

人

物
説
話

(
乃
至

は
神

話
、

多
く

は
聖
者

伝
説

の
如

き

も

の
、
但

時
代

が

下

る
と
刺

ら

れ
る
人
物

も
多

い
)

が
組

み
込

ま
れ

て
ゐ

る

こ
と

に

い
や

で

も
気

づ

か
さ

れ
る
。

そ

の
神

話
的

テ

ク

ス
ト
が
組
織

的

に
想
起

さ
れ

て

ゐ

る
と
考

へ
ら

れ
る
。

あ
る

い
は
、

理
念

が
神
話

へ
逆

形
成

さ

れ

て
ゐ

る
、

と

い
ふ

べ
き

か
。

こ
の

こ
と
も
小
序

の

一
つ
の
特
徴

で
あ

る
だ

ら
う
。

か

う
い
ふ
特
徴
-

神
話
形
成
的
想
像
力
の
働
き
は
、
前
記
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス

の
講
話

の
引
用

分

に
は
あ

ま
り
目

立
た

ず
、

祇
注

に
は
全

く

稀
薄

で
、
殆

ど

見
出

さ
れ

な

い

一
面
と

い
つ
て
も

よ

か
ら
う

と
思

ふ
。

こ

の
面

に
限

れ

ば

、
祇

注
よ

り
も

む
し

ろ

『三
流

抄
』

や

『
玉
伝

深
秘

巻
』

が
、

内

容

は
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儒

と

い
ふ
よ

り
、
神

・
仏

に
傾

い
て
は

ゐ
て
も
、

共
通

性

を
持

つ
て

ゐ
る

か

に
見
え

る
。

勿
論
詩

篇

の
小
序

は
、
空

想
上

の
神

々
が
登

場

し
て
大

い

に
活

躍

す
る
、

所
謂

「
神

話
」

で
は
な

い
。
怪

異
な
仏

教
的

「
神

話
」

と

も

ち
が

ふ
、
実

在

の
人
物

の
行
跡

に
付
会

し

た
説
話

で
あ

る
。

し

か
し
多

く

の
神
話

が
、

そ

の
形
式

の
裏

に
何

か
の
寓
意

を
看

取
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
の
と
同
様

、
寓
意

、

即

ち

「
美

刺

」
を
、

こ
れ
は
あ

る
程
度

露

は

に

説
話

の
形

式

で
語

つ
て

ゐ
る
、

い
ふ
な

ら
ば
形
骸

化

し
た
地

上
的

な
神

話

が

形
成

さ
れ

て

ゐ
る
。

そ
し

て
こ
こ

で

の
教
義

と

い
ふ

べ
き
も

の
は
、
宗

教

よ
り

も
社
会

倫
理

に
近

い
。

 

祇
注

に
は
従

つ
て
似

て
ゐ

る
点

と
相
違

す

る
点

と
が
あ

る
。

比
較

の
た

め

に
例
を

い
く

つ
か
示
し

て

み
る
こ

と
に
す

る
。

 

㎝

「
し
も

と
ゆ

ふ
か

つ
ら
き

山

に
ふ
る
雪

の
ま
な

く
時

な
く

お
も

ほ

ゆ

る
か
な
」

に
対

し
、

三
条

西
家

旧
蔵
宮
内

庁
書

陵
部

蔵

の
聞
書
集

成

(前

記

、
東
大

蔵
本

と
広

大
蔵

本

と

の
ツ

レ
)

に
は
、

 

お
も

て

ハ
恋

の
寄
也

 

ゑ
柑
州

の
な

れ

ハ
か

つ
ら

き
を

よ
め
り
し
も
と

ゆ

 

ふ

ハ
か

つ
ら
き

の
枕
言
也

し
も
と

ハ
木
枝
薪

な

と
也
 

裏
説

云

ま
な
く

 
時

な

く

ハ
群

臣
思

君
之

心
也

君
も

又
如

此

あ
る

へ
き

や
う

に
徳
を

お

ほ

 

し

め
す

へ
き
よ

し
也
 

全

も

と
を
結

ふ
葛

ト
つ
〉
け
た
り
序

寄
也

下
心

 

ハ
君

の
聖
徳

を

云

へ
し
 

ヘ
マ
ナ
ク
時
ナ
ク
君
ヲ
思
也
君
臣
ノ
義
也

直

接
的
意

味

は
、

か
づ

ら
き
山

に
降

る
雪

の
や
う

に
間
断

な

く
恋
人

を
考

へ
て

ゐ
る
、

で
あ

ら
う
。

一
方

、
「
(恋

人
を

)
思

ふ
」

は
、
臣

下

が
君
主

を
思

ふ
こ
と

の

メ
タ

フ

ァ
ー

で
あ
り

、

こ
の
歌

は
、
君
臣

関
係

の
あ
る

べ

き
姿

の
ア

レ
ゴ
リ

ッ
ク
な
表

現

で
あ

る
、

と

い

つ
た
意
味

が
裏

説

の
と

く

と

こ
ろ
と
思

は

れ
る
。

 

㎝

「
あ

ふ
ミ

よ
り
朝

た

ち
く

れ

ハ
う

ね
の

〉
に
た

つ
そ
鳴

な

る
あ
け

ぬ

こ

の
よ

ハ
」

に
対

す

る
同

じ
聞
書

の
釈

。

 

朝

た

つ

ハ
夜

ふ
か
く
出

る
心
也

御
調

を

は

こ
ふ
旅
人

な
と

の
い

つ
る

さ

 

ま
也

惣

の
心

ハ
霧
中

の
眺
望
也

下
心
あ

り
 

ム
畏
云
前

の
寄

ハ
百

姓

の
君

 

を

お
も

ふ
心
也

此
寄

ハ
百
姓

の
君

に
足
手

を

は

こ
ふ
心
也

又

民
姓

に
か

 

き

ら
す
臣

下
等

も
同

し

か
る

へ
し
た

つ
の
聲

ハ
鶏

人

の
唱

を

か

た
と

る

 

也

直

接
的

に
は
、
夜

の
あ

け
き
ら

な

い
う

ち

に
出
立

す

る
と
、

鶴

が
鳴

い
て

夜

が

明
け

た
、
と

い

つ
た
意
味

で
あ

ら
う

。
こ
れ

を
裏
説

は
、
「
た
つ

の
声

」

は
「
鶏

人
」
、

つ
ま
り
周

代

の
、

宮
廷

で
祭
祀

の
あ

つ
た
夜
、

夜

明

け

の
時

を
告
げ

知

ら
せ

る
役
人

の
声

の
メ

タ

フ
ァ
ー

と
と
り
、
従

つ
て
こ

の
歌

は
、

人
民

や
臣
下

が
、

君
主

を
思

つ
て
労

を

お
し
ま

な

い
こ
と

の
ア

レ
ゴ

リ

ッ

ク
な
表

現

だ
、

と
解
し

て

ゐ
る
ら
し

く
思

は
れ

る
。

 

㎜

「
水

く
き

の
岡

の
屋

か
た

に
い
も

と
ぬ

れ
と
ね

て

の
あ

さ

け

の
し

も

の
ふ
り

は
も
」

に
は
、

 

ふ
り

ハ
と
よ

む

へ
し
心

ハ
わ

か
さ

か
り

ハ
も

の

一
意
也
事

に
よ

り

て
か

 

く

い
ひ
か

ふ
る
事

あ
る
な

ら

ひ
也

お
も

て

ハ
恋

の
寄
也

又
旅

の
心

に
て

 

い
も

と
ね
し
時

の
事

を
思

い
つ
る
よ

し
と

も

い

へ
り

い

つ
れ

に
も
え

む

 

な
る
寄

さ

ま
也

下

心
あ

り

 

へ
夫
婦

ね

た
る
朝

に
霜

の
お
も

し
ろ

き
を

あ

ハ
れ
む
心
也

お
り

に

よ
り

 

て
物

こ
と

に
感

あ

る
也

ふ
り
は

と
は

ふ
り

さ
ま

ハ
い
か

に
な
と

云
心

あ

 

り
わ

か
さ

か
り

ハ
も
と

よ
め
る

類

に
や
 
裏

云
君

を
思

ヘ
ハ
必
徳

を

蒙

 

る
故

に
家

も
と

よ
め
り
夫
婦

の
か
た

ら

ひ
の
道

も
た

か

ハ
す
さ

て

い
も

 

せ

の
か
た

ら

ひ
ふ
か
き

人
も
朝

に
お
き

て
寒

夜

に
も

お

こ
た
ら

ぬ
民

の

 

く

る
し

ミ
を

い
か

に
と
上
よ

り
思

や
る

へ
き
道
也

冨
貴

に
し

て
貧
賎

を

 

わ
す

る

へ
か
ら

さ
る
風
也

…

…
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表

面
的

に
は
恋

の
歌

と

い
は
ざ

る
を
得

な

い
。

そ

ん
な
対
象

に
教

義

を
あ

く

ま

で
も
よ

み
と
ら

う
と

す
る

と

こ
ろ

に
前
引

『雅

歌
』

に
対

し

て
さ
う

で
あ

つ
た
や
う

に
、
ま
た
付
会

す

る
力

も
普
遍

的

に
特

別
力

強

く
働

ら
く
。

 

以
上

の
三
例

は
、

君
臣

の
あ

る

べ
き
姿
、

君
臣
合

躰

と

い
ふ
儒
的

な
教

義

の
想
起

に
も
と
つ

い
た
解

釈

が
施

さ
れ

て
ゐ

る
諸

例

で
あ
ら

う
。

指
標

を

い

へ
ば

、
同

じ
く
口

範
例

的
指

標

で
あ

る
。

つ
ま
り
、

神
楽

歌

は
宮
中

で
う
た

わ
れ

る
も

の
で
、

そ

の
点

周

の

「
采
詩

の
官

」

の
集

め
た

「詩

」

と
同
じ

で
あ

り
、
民

の

口
つ

か

ら
出

た
歌

に
は
、
必

ず

や

「美

刺
」

の
心

が

こ
も

つ
て

ゐ
る
筈

だ
。

さ
ふ

い
ふ
領
解

が

あ

つ
て
、

そ

の
上

で
歌

を
見

る
と
、
ど

れ
も

一
見

し

て
分

り

や
す

い
歌
ば

か
り

で
あ

る
。
逆

説
的

だ
が

そ

こ

に
深

読

み
を
う

な
が
す

、
あ

る
種

の
奇
異

性
が
存

在

す

る
と

い

へ
る
。

 

神

・
仏

と
儒

・
道

ま

で
も

が
折

衷

さ
れ

て
ゐ
る

や
う

な
解

釈

も
あ

る
。

蜘

「
い
さ
ご

〉
に
わ

か
よ

ハ

へ
な
ん

す
か

ハ
ら
や

ふ
し

ミ

の
里

の
あ

れ

ま

く

も

お
し
」

(
注
文

が
長
大

で
あ

る

の
で
ま

と
ま

り

の
よ

い

『古

聞
』
か
ら

引

く
)

に
は
、

 

菅
原

の
伏
見

は
大
和

国
也

、
名

高

き
里

の
荒
行

を

お
し
む
心

也
、

愛

に

 

し

は
ら
く
世

を

へ
て
里

を
荒

さ
し

と
也
、
裏

説

云
、

伏
見
里

と

は
人

の

 

境
堺
也

、
菅

原

は
世
澆
季

に
し

て
人

の
心

の
み
た
り

か
は

し
き
様

也
、

 

い
さ

ご

、
に
我
世

は

へ
な
ん

と
は
、

日
神

和
光
同

塵

の
心
也

、
是

神
明

 

の
誓
也

、
夫

日
本

は
神
国

也
、

神
代

よ

り
人

の
世

と

わ

か
れ
来

り
、
神

 

代

は
大

道
也

、
人

の
世

と
な

り

て
仁

義

五
常
出
来

れ

り
、
大

道
廃

て
仁

 

義
興
之

理
也

、
仁
義

も
又

す
た

れ

て
人

≧
失

正
成

邪
之
故

.
、
日
神

此
時

 

和
光
同
塵

し
給

て
避

邪
立

正
之

徳

を
ほ

と
こ
し

ま
し

ま
す
、

神

も
和
光

 

に
及

へ
か
ら
す
、

是

に
よ
り

て
罰

あ

り
、

利
生

あ

り
、
大
道

之
時

は
此

 

義
有

へ
か
ら
す
、

い
た
り

て
は

た

〉
無
事

の
境

堺

に
身

を
お

さ
め

よ
と

 

の
心
を

、
神

の
め

く
み
ま

し
ま

す
な

る

へ
し
、
日

神

の
神

詠

也
、

人

に

 
託

し
な

と
あ

り
け

る

に
や

伏
見

里
を

人
間

の
境
堺

の
メ
タ

フ

ァ
ー
と
見
、
荒
れ

て
行
く

そ

の
菅

原
を

、

澆
季
末

法

の
濁
世

の
メ
タ

フ

ァ
ー
と
見

て
、

そ

の
中

で

の
、
神

の
和

光
同

塵

の
は

た
ら
き

と
教

へ
を
読

み

と

つ
て
ゐ

る
。

こ
と

に
、

『神
皇

正

統
記

』

で
有

名

に
な

つ
た

「大

日
本

は
神

国
な

り
」

と

い
ふ

一
文

(直

接

の
影
響

に

つ
い
て
は
何

と
も

い

へ
な

い
。

誰

で
も
知

つ
て
ゐ
た

一
句

と

い

へ
ば

い

へ
よ
う

か
。

と
こ
ろ

で
瑞
難

周
鳳

に
そ

の
冒

頭
部

の
漢
訳

 

 
 
『善

隣

国

宝
記

』

に
収

む
 

 
が
あ

り
、
清

原
業

忠

に
撰
者
親

房

の

こ
と
を

尋
ね

て

ゐ

る
な
ど

、
す

く
な

く
と
も
宗

舐

の
学

ぶ
と

こ
ろ

の
多

か

つ
た
は
ず

の
、

相
国
寺

友

社

で
は
知

ら
れ

た
書

で
あ

つ
た
と

は

い

へ
る
)
や
、

『
老

子
』
の

「
大
道

廃

て
仁
義

あ

り
」

(「
柳

は
緑

、
花

は
紅

」
の
や
う

な
ご

く
自

然

な
、

大

き
な
道

が
見
失

は

れ
た

か
ら
、

儒
教

で

と

い
て
ゐ
る
不
自

然

な
諸

道
徳

が
出

現

し
た
)
と

い
ふ

一
文

、
和

光
同
塵

(
『
維
摩
経

義
疏

』

『
三
教

指
帰

』

に
既

に
見

え

る
語

と

い
ふ
)
・
澆
季

の
ご

と

き
仏
教

的
概
念

用

語
、
を

つ
き

混
ぜ
会

通

し

て
、

か

つ
そ

れ
ぐ

諸
要

素
が

支

へ
合

つ
て
、

こ

の
限
り

で

は
相

互

に
何

の
矛
盾

も
な

い
、
簡

素
な

が
ら

も

三
教

(
四
教

)

一
致

の
教

義
的

内
容

に
ま
で
纏

め
あ
げ

ら

れ

て
ゐ
る
。

と
く

に
元
来

『老

子

』

の

一

句

は
儒

へ
の
批
判

で
あ

る
は
ず
な

の
に
、
両

者
を
何

と

し

て
も
会

通
し

よ

う

と
し

て
ゐ

る
講

述
者

の
文

脈
内

で
は
、
そ

の
敵
対

的
意

味

は
よ

ほ
ど

稀

薄
化

し
、

下

れ
る
世

と

い
ふ
限
定

を
付

す
な

ら
ば

、
仁
義

五
常

も

ま

た
必

要

で
あ

る
、

の
や
う

に
意
味

が
変

化

す
る

の

で
あ

る
。

 
指

標

は
口
範
例

的
指

標

で
あ

ら
う
。

「
題

不
知
詠

人
不
知

」
の
鮒
番
歌

で

最

も
目
立

つ
の
は
、

そ

の
匿
名
性

で
あ
る
。

名

を
あ

か
さ
な

い
の
は
奇

異

と

い
は
ね
ば

な
ら

な

い
。
落

書

で
あ

れ

こ
う
た

で
あ

れ
、
匿

名

の
作
者

の
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意

図
は
、

一
つ
に

は
世

相

や
政
治

の

「
美
刺

」

で
あ

る
。
従

つ
て
匿

名

で

あ

る
詩
歌

に
は
、

か
く
れ

た
意
味

を

く

み
と

る
と

い
ふ

こ
と
が
、
何

事
を

お

い
て
も
要
請

さ

れ
る
。

ま
し

て

こ
の
歌

は
、

ふ
る

く

か
ら

「
日
神

」

の

詠
歌

で
あ

る
と

い
ふ
伝
承

が
あ

る
。

そ

れ

こ
そ
腕

に
よ
り

を
か

け
、
美
刺

す
ら

こ
え
た
宗

教
的
解

釈

を

ほ
ど

こ
し

て
、

日
神

の
本

意

を
あ

か
さ
な

く

て
は
な

ら
な

い
。

 

鮒
番

歌
を

「
日
神

の
神
詠

」
と
解

す
る

も

の
に
は
前

例

が
あ
り
、

実

は
、

『
玉
伝

深
秘
巻

』
所
収

の

一
項

「
金
札

伝

」
が

そ
れ

で
あ

る
。

た
だ
し

祇

注
と

の
間

に
は
は

つ
き
り

し

た
差
が

あ

る

の
で
、

比
較

し

て
み

よ
う
。

異

本

・
『金

玉

双
義

』

よ
り
示

す
。

 

○
金
札

伝
 

住
 
経

信

告

 
 

イ
サ

コ

・
ニ
ワ
カ

ヨ

ハ

ヘ
ナ

ム

ス
カ

ハ
ラ
ヤ

 
 

フ

シ
ミ
ノ
サ

ト
ノ

ア

レ

マ
ク

モ
ヲ

シ

 

此
寄

ハ古

今

ノ
中

ノ
潅

頂

ノ
寄
也

此

ハ
作
者

可

愁
也

桓
武

天

皇
山

城

国

 

藤
原

伏
見

ノ
里

二
宮

ヲ
造

テ
住

玉

ヒ

シ

ニ
自

天

人
来

.
常

二
住
メ
リ
ア
ヤ

シ
、.

 

悪

.
宣

旨
ヲ
ヨ
ム

ニ
天

ヨ
リ
金

札

フ

レ
リ
其
札

二
此
寄

ア
リ
ミ
ル
ニ
天
照
大

 

神

ト
ア
リ
干

時
人

二
詫

宣

ノ
言

フ
伏

見

ト
云

ハ
日
本
国

ナ

リ
日
本

国

.
異

 

名

ニ
ホ

ロ
ホ
サ

レ
ン
事
悲

シ
ケ
レ

ハ
此

国

二
住

テ
国

土
ヲ
守

フ
ム
ト
思
也

ト
云

 

日
本

ヲ
伏
見

ト
云

ハ
ニ
神
ノ
嫁

.

..
三
イ
タ

レ
タ
リ

シ
故
也

彼
宮

ヲ
ツ
ク
リ

 

テ
大
神
宮

ヲ
祝
奉

ル
也

今

ノ
伏

見

ノ
御
札

ノ
宮
ト
云

ハ
此
也

金
札

寄
是
也

 

穴
賢

≧
≧
可

秘

≧

≧

一
つ
の
怪
異

な
説
話

が
形

成

さ
れ

て
ゐ

る

の
み
で
教
義

的

な
解
説

に
ま
で

は
至

つ
て

ゐ
な

い
。

勿
論

、

『
玉
伝

深
秘
巻

』
の
他

の
項

に
は
、
密

教
的

教

義

を

と

い
て
非

常

に
詳

し

い
と

こ
ろ
も
あ

る
。

だ
が
、

こ
の
項

に
限

つ
て

は

さ
う
し

た
付

会

が
殆

ど
全

く
な

く
、

一
方

祇
注

は
確

か

に
歌

の
作
者

を

日
神

と
す

る
点

で
、
古

注

を
継
受

し

て

ゐ
る
と

は

い

へ
る
が

、
あ

く

ま

で

も
抽
象

度

の
高

い
、

一
つ
の
教
義

的
言

説

を
展
開

し
、
説

話

的
要

素

が
な

い
。
 

さ
う

し
て

『
玉
伝

深
秘
巻

』

の
仏

・
神

の
習
合

の
顕

著

さ
と

比

べ
、
祇

注

で
は
混

入
す

る
要
素

が
儒

・
道

を

も
豊

か

に
含

ん

で
、

よ
り
増

加

し

て

ゐ

る
と
も

い

へ
る

で
あ

ら

う
。
前

引

す

る
毛

詩
小

序

の
教
義

は
専

ら
儒

教

で
あ

つ
た

と

い

つ
て
よ

い
の
だ

ろ
う

け
れ

ど
、

『
玉
伝
』

で
は
仏

・
神
、

さ

ら

に
祇
注

に
於

て

は
、

諸
宗

習
合

的

な
教
義

、

あ
る

い
は
信

念

と

で
も
呼

ぶ

べ
き
も

の
が

伏
在

し

て
ゐ

る
ら
し

く
思

は

れ
る
。
上

記

し
た

と

ほ
り

テ

ク

ス
ト

に
意

味

の

二
重

性

を
想
定

し

て

ゐ
る
解
釈

の
全

て

に
は

、
よ

く
似

た
構

造
が

あ
る
。

し

か
し
当

然

の

こ
と
と

し

て
、

想
起

さ

れ

て
ゐ

る
教

義

に
は
、
各

々

に
少
な

か
ら

ざ

る
差
違

が
あ

る
。

舐
注

の

い
ふ
と

こ

ろ
で

は

「
神

道
を

仰

は
王
法
全

し

、
世

間
を

な
け

〉
は
仏

法
あ

ら

は
る
」
(
『古

聞
』

㎜
)

る

の

で
あ

る
。

こ

の
態
度

は
禅

林

・
儒
林

を
通

じ
当
時

世

流
布

の
折

衷
思

想

と
軌
を

一
に
す

る
も

の
で
あ

つ
た

ら
う

と
思

は
れ

る
。

 

か
う

し
た
、

テ

ク

ス
ト
に

二
重

(以
上

)

の
意

を
読

む
発

想

の
基
盤

は

何

か
。
教

父

の
釈
義

で

は
最
も

根
抵

的

に
は

イ
デ

ア
説

で
あ

つ
た
、

と

い

ふ
の
が
諸

家

の

一
致

し

た
意
見

と
思

は

れ
る
。

一
方

舐
注

の
事

情

は
ど
う

な

の
か
。

ま

た
、
何

故
、

厳
密

に
見

れ
ば
様

々
な
差

も
あ

る
諸

教
が

、
何

の
苦

も

な
く

一
纏

め

に
出

来

た

の
か
、
最

も
基
本

の
部

分

に
、

或

は
要

と

し
て
、
働

い
て
ゐ

る
認
識

的
範

疇

は
何

で
あ

る

の
か
、

が

次

の
課
題

と

な

る
。
 
結

論

か
ら

い

へ
ば

、
島

田
度

次
氏

の
と
く

と

こ
ろ
の
、

「
体

用
論

理

」
と

呼

ば
れ

る
も

の
が

、
意
味

の
二
重
解

釈
及

び
折

衷
を

可
能

に
し
た

、

と
稿
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者

は
考

へ
て
ゐ

る
。

前

稿
注

4

に
も
手

短

か

に
の

べ
た
。

 

体

と

い
ひ
用

と

い

つ
て

も
そ

れ
は
、

主

・
客
、

能

・
所

、

人
工

・
自

然

の
や

う
な
、

現
代

の
意

味

で

の
同

資
格

の
二
項

を
対
置

す

る
認
識
的
範

疇

を

い
ふ

の
で
は

な

い
。

体

用
と

は
、

}
見

二
分
法

の
衣

を
ま

と

つ
て
は

ゐ

る
け

れ
ど

も
歴
史

的

に
は

三
分
法

で
あ

り
、
揚

句

は

一
元
論

な
の

で
あ

る
。

 

『大

乗
起

信
論

』

に
は
体

・
相

・
用
と

い
ふ
三

ッ
組

で
多

用
さ
れ

る
。

体

と

は
ご

く
簡
単

に

い

へ
ば

本
体

で
あ

る
。
相

と
は
、
体

の
有

す

る
特

質
、

性

能

。
用

と
は
体

の
示

す
功

能

・
作

用

・
活
動

を

い
ふ
。
同
論

で
は
現
象

世

界

の
裏

の
深
層

に
、

最

も
根
抵

的

に
存
在

し
、

し

か
も
理
法

と
し

て
は

全

現
象

に
分

有

さ
れ

る
も

の
を
、

真
如

あ

る

い
は
法
身

と
呼
び

、

こ
れ
は

第

一
義

的

な
体

で
あ

る
か

ら
体
大

と

い
ふ
。

密
教

的

に
イ

メ
ー
ジ
化

す

る

な
ら

、
大

日
如
来

と

い
ひ
換

へ
て
も

よ

か
ら
う
。

同
様

体
大

の
具
備

す

る

智

慧

・
慈
悲

の
如

き
徳

性
を

相
大
、

報
身

(例

へ
ば

ア

ミ
ダ
仏

)
・
応
身

(例

へ
ば

シ

ャ
カ
仏

)
の
如

来

と
し

て

の
活

動
を

用
大

と

い
ふ

こ
と
が

で
き
る
。

勝
義

的

に
は
さ

う

い
ふ

こ
と

で
あ

る
が
、
体

・
相

・
用
は
認

識

の
範
疇

と

し

て
も

さ
ま
ざ

ま
な

レ
ヴ

ェ
ル
で
よ

く
用

ゐ
ら

れ

て
ゐ

る
。

た
だ
中

国
人

好

み
の
対
偶

表

現

に
な

じ

ま
な

い
か
ら

か
、
相

は
体

に
含

め
、
体
用

の
対

で
頻

出
す

る
や

う

に
な
る
。

 

島

田
度
次

『朱

子
学

と
陽

明
学

』

(町
 

岩
波

新
書

)
は
、

そ

の
巻

頭
近

く

で
、
宋
学

に
伏
在

し

て
ゐ

る

「
体

用

の
論

理

」
を
大

略
次

の
や

う

に
説

明

す
る
。

 

因

果

の
関

係

が
風

と
波

と

の
関

係

で
あ

る

の

に
対

し
、
体

用

は
水

と
波

と

の
関
係

を

い
ふ

(
『
大
乗

起
信
論

』

の
喩

へ
)
。

因

果

の
関

係

で
は

「
因

果
別
体
」
1

因
と
果
は
互
に
別
個
の
も
の
で
あ
る
の
に
、
体
用
の
関
係

で
は
殆

ど

「
体

用

一
致
」

乃
至

「
体

即
用

・用

即
体

」

と
と

か
れ
て

ゐ
る
。

と

こ

ろ
で
創

造
神

を
も

た
な

い
中

国
的

思
弁

の
、
論

理
の
根

本

形
式

は
、

体

用
論

理
以

外

で
は
あ

り

え
な

か

つ
た
と
思

は
れ

る
。

そ

の
論

理
が

仏
者

の
間

で
精
錬

さ

れ

て

い
つ
た

こ
と
は
明

白

で
、
晴
唐

仏
教

哲
学

に
お
け

る

「
体
用

」
範

疇

の
運
用

は
、
頻

繁

か

つ
機
械
的

で
す
ら
あ

る
。

天
台

宗

の

コ

念

三
千

」

や
華
厳
宗

の

「
一
即

一
切
、

一
切

即

一
」

な

ど
は
体

用
論

理

と
表

裏

の
関
係

に
あ

る
、

と

い

へ
よ
う
。

 

以
上

の
や
う

な
立
場

か

ら
、
島

田
氏

は
、
道

教

・
仏
教

と

の
折
衷

性

の

強

い
宋

学

(と

く

に
朱

子
学

)
的

世
界

観
を

次

の
や
う

に
整

理
す

る

(本

稿

と
あ

ま

り
関

ら
な

い
点

は
除
外

)
。

耕
稗
蕪
鋤

心く
難
騰
痴
脂)

「
空
気

状

の
物
質

」

11

「気

」

の
不
断

に
運

動
し

て
や
ま

な

い
組
合

せ

が

さ
ま
ざ

ま

な
存
在

を
生

む
。

そ

の

一
方

、
全

て
を

あ
る

べ
き

や
う

に
あ

ら

し
め

て

ゐ
る
内
在

的

な
も

の
は

「
理

」

で
あ

り
、
総

体
的

に
は
、

万
物

の

根

拠

と
し

て
「
太

極
」
と
よ
ば

れ
、

個
別

的

に
は
、

一
物

の
理

と
し

て
「
性

」

と
も

呼
ば

れ

る
、

と
。

 

仏
教

で
は
縁
起

・
無

我

(空

)
を
根

本
的

立
場

と
す

る
か

ら
、

こ

の
論

理

は
元
来

「
一
な

る
始

源
的

実
体

を

立

て
て
、

そ
こ

か
ら

万
象

の
発
生

・

流
出

を
説

く

一
元
的
流

出
説

(開

展

・
転
変
説

)

と
は
異

な

る
」

(
田
村
芳

朗
 

日
本

思
想

大
系

『
天
台

本
覚

論

』
解
説

 
偽

)
。

し
か
し

こ

こ
で
否
定

的

に
言
及

さ
れ

る

サ
ー

ン
キ

ヤ
哲

学

の
流
出

説

(イ
デ

ア
説

に
大
変

近
似

す

る
)

に
殆

ど

み
ま

が

ふ
ば

か
り

の
論

理
構

成
を

と

る
論

者

が
、
仏

教

側

に
も

多

い

こ
と
も
事
実

で
あ

つ
た

の
は
、
要

す

る

に
大
同

小

異
だ

か
ら

で

あ

つ
て
、

概
要

の
み
見

た
限

り

で
は
、
体

用
論

理
と
流
出

説

・
イ
デ

ア
説

と

の
根
本

的
差

違

は
稿
者

な

ど

に
は
あ

ま
り

よ
く
見

分
け
が

つ
か
な

い
程
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度

で
あ

る
。

 

と
も

か
く

こ

の
立

場
が

、

(
目

に
見
え

る
)
現

象

の
裏

側

に
、

現
象

の
も

と

に
な

る

(時
と

し

て
目

に
見

え

な

い
)

何
物

か
を
措

定
す

る
立
場

で
あ

る

こ
と
が
理
解

さ
れ
る

と
思

ふ
。

そ
し

て
体
用

論
理

は
中
世

に
は
全

く

一

般

化

し
て

ゐ
て
、

ど

こ
に

で
も
見
出

せ

る
も

の
と

い

つ
て

よ

い
だ

ら
う
。

一
例

の
み
示

せ
ば
世

阿
弥

の

『至
花

道
』

に
能

に
体

用

の
あ

る

こ
と
を
述

べ
る

一
項

が

あ

る
。
「体

は
花
、
用
は
匂

の
ご

と

し
。
又
は
月

と
影

と

の
ご

と
し
」
。
「
心

に
て
見

る
所

は
体

也
。
目

に
て
見

る
所

は
用
也

」
。
稽
古

の
時

は
体
を

心
得
、

似

せ
よ
う

と

す

べ
き
だ
、

と

い
ふ
。
表

出

さ
れ
た
演

者

の

動

作

・
声

調

な
ど

は
用
、

そ

れ
を

通
じ

て
感
得

さ

れ
る
、
も

と

に
な

つ
て

ゐ
る
何
物

か
、

が
体

と

い
ふ
こ

と

に
な

ら
う

か
。
勿
論

、

そ
の
何
物

か
が

現

象
化

し
動
作

・声

調
と

な

る
、

と
理
解

さ
れ

て

ゐ
る
。

「
体

な
き
時

は

用

も
あ

る

べ
か
ら
ず
」
。
連
歌

論
書

の
用
法

も

こ
の
基
本
的

意
味

を
そ

れ
ほ

ど

離

れ

は
し
な

い
。

 

も

つ
と
も
、

舐
注

で
体

用

の
対

が
用

ゐ
ら

れ
る

の
は
前
引

「実

体

」

「化

用
」

以
外

は
殆

ど
次

の

一
箇

所

の
み

で
あ

る
。

前
稿

に
も
引

く
と

こ

ろ
だ

が
、

 

周
詩

ノ
六
義

に
は
種

≧
義

あ

り

て
、
或

は
経
緯

と

い
ひ
或

は
躰

用
と
分

な

 

と

せ
り

(『
古
聞

』
序

注
)

と
。

し
か
も

説

の
展
開

は
な

い
。

あ

ま
り

に
自

明

の
こ
と

だ

つ
た

か
ら

と

も
考

へ
ら
れ

る
も

の
の
、

こ
の
点

は
仮
説

上

の

い
さ
さ

か
の
弱
点

で

は
あ

る
。
或

は
次

の
や

う

に
考

へ
れ
ば

よ

か
ら
う

か
。

 

ほ

ぼ
似

た

や
う

な
、

同
じ

く
中

世

の
さ

ま
ざ

ま

な
分
野

で
多
用

さ

れ
る

対

語

に

「
事

理
」

が
あ

る
。

理

(原
義

は
、

あ
や
目

・
筋

目
)

は
始

め
道

教

の
用
語
、

事

と

の
対

と

し

て
は
華
厳

宗
内

で
使

は
れ

た

の
が
最

初

と

い

は

れ
て

ゐ
る
。

万
物

に
内

在
分
有

さ

れ
る
原

理
的

な
も

の
を

理
、

一
方

理

に
貫

か
れ

て

は
ゐ

て
も
、

現
象

し
刻

々
と
う

つ
ろ

つ
て

ゆ
く

も

の
を
事

と

い
ふ
。
た

だ

し
、
体

用

と
事
理

と
、

こ

の
二

つ
の
対

語

に

は
、
何

か

の
違

い
は
あ

る

の
だ

ら
う

。
内

在
原

理
的

意
味

の
強

い
理
と
比

し

、
体

と

い
ふ

と
対
象

化

し

た
思
考

・
記
述

が

し
や

す
く
な

る
と

い
つ
た

面

は
あ
ら

う

か
。

 
舐

注

に
は
事

理

の
対

を
見
出

す

こ
と
が

で
き

る
。

仮
名

序

「
力

を
も

入

れ
ず

し

て
天
地

を
動

か

し
目

に
見
え

ぬ
鬼
神

を
も

あ
は

れ
と

思

は
せ
男

女

の
中

を
も

や

は
ら
げ

た

け
き

も

の
の
ふ

の
心
を
も
な
ぐ

さ
む
る
は
歌

な
り
」

へ
の
注
文

に
、

ま
つ

一
の
節

に
対
し

、

 
此

心

に
事

・
理

の
両
義

あ

り
、
動

天
地
事

、
能

因
法
師

、
苗

代

水

に
せ

 

き
く

た
せ

と
よ

み
て
、

雨

の
く
た

り
し

な
と

は
事

の
義

也

、
天

は
地

に

 
対

し

て
あ

り
、
地

は

天

に
よ
て
あ

り
、
人

は

天
地

に
対

す
、

同
様

の
理

 
也

、
天

地
我

を
開

き

、
我

天
地
を

ひ
ら

く
、
天
地

人

の
三

は
別

二
あ

ら

す
、

 
故

二
心

に
動

く
処
、
す
な

は
ち
天

地
を

う

こ
か
す
也

、
一
首

の
歌

を
詠

す

 

る
も
、

天
地

を
胸

中

に
う

こ
か
す

也
、

是
理
也

二
の
節

に
対

し

(前

半

の

み
示
す
)
、

 
鬼

神

と
は
賢

聖

の
た

ま
し

ゐ
也
、

惣

て
は
人

≧
の
た

ま
し

ゐ
也

、
神

は

 

心
也
、

寄

を
詠

す

る

に
、

心

の
感

動

す
る
、

す
な

は
ち
鬼

神
を

あ

は
れ

 

と
思

は
す

る
也
、
此

道

に
入

て
、
邪
を

す

て
正

二
帰

し
、
仁

を
も

つ
は
ら

 

に
す

る
所

を

さ

〉

へ
て
、
鬼

神

を
感

せ
し
む

る
と

い

へ
り

、
是

理

の
義

 
也

、

…
…

三

の
節

に
は

「
事

理

の
両
義

ま

て
も
な

し
」
と

す
る
も

の

の
、

四

の
節

に

対

し

て
は
、

 

か

つ
ら
き

の
大

君

の

い
か
り
を
、

う

ね
め

の

一
首

に
て

や
は

ら
け

た

る

 

事

な
と

な
る

へ
し
、

是
事

也
、

も

の

〉
ふ
と
は
干

丈
を
帯

す
る
者

に
か
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き
ら

す
、
心

の
強

情
な

る
を

云

り
、
和

歌

は
胸

中

の
も

の

、
ふ
を
や

は

 

ら
く

る
也
、

笑
裏

に
刀
を

か
く

す
と

い
ふ
類

、

み
な
心

の
も

の

〉
ふ
な

 

る

へ
し
、
是

理
也

、

…
…

(
『古

聞
』
)

と
注

し
て

ゐ
る
。

恐
ら

く
事

の
義

と
は
、

証
拠

と

し
て
示

し
得

る
個
別

的

具
体
的

な
例

の
こ
と
を
指

し
、

理

の
義

と
は

具
体
例

に
ひ
そ
む
、

よ
り
抽

象

的

一
般
的

な
原

理
的
意

味

を
指

す

か
の
や
う

で
あ

る
。
前

記

の
事

と

理

の
関
係

は
十

分
守

ら
れ

て

ゐ
る

で
あ

ら
う

。

よ

つ
て
、
裏
説

と

理

の
義

と

の
概
念

上

の
差

違

は

お
そ
ら

く
多
少

は
あ

る

の
だ

ら
う
が
、

両
者

は
極

め

て
似

て
ゐ

る
と

い

つ
て
も

よ

さ
さ

う

で
あ

る
。

 

と
も

あ
れ
体

用
論

理

は
、
当

代

の
全

て

の
人

が

そ
の
中

に
入

り
依

拠

す

る
大
き

な
知
的

環
境

(
パ
ラ
ダ

イ

ム
)

で
あ

つ
た
、

と
考

へ
ら

れ
る
。

こ

の
構
造

は
祇

注

の
字
義

と
裏
説

と

の
関
係

と
、

丁
度
対

応

し
て

ゐ
る
。

 

そ

れ
と
同
時

に
、

複
数

の
も

の
が
、

現
象
面

で
は

い
か

に
無
関

係

に
見

え

て
も

、
根

本

に
は
同

じ
理

法
が
働

い
て

ゐ
る
と
考

へ
る
こ

の
立
場

に
よ

る
な

ら
ば
、

そ

の
見

か
け

の
差
違

は
無
視

し

、
全

て
を
会

通
す

る

こ
と
が

可
能

に
な

つ
て
く

る
。

 

こ
こ
に
全

て
を
折

衷

し
得

る
理
論

的
基

盤

が
あ

る
と
思

ふ
。

 

そ
し

て
仏

・
儒

・
道

・
神

の
四
教

を
通

じ
、
仏

に
は
勿
論

、
道

に
も

「
大

道
廃

れ
て
仁
義

あ

り
」

の
や

う
な

本
源

か
ら

の

(堕

落

と

い
ふ
形

で
の
)

流
出
を

い
ふ
言
説

が
存
在

す

る
。

ま
た
宋

儒

に

は
と
く

に
前

述

の
通

り
、

濃
厚

に
存

在

す

る
。

神
道

に
も
、
権

実
思

想

・
本
地

垂
 

の
ご

と
き
、

極

め

て
近
似

す

る
論

理
構
成

を

と

る
も

の
が
あ

る
、

と

い
ふ
や
う

に
、
舐

注

に
見
出

さ

れ
る
諸
要

素

の
中

に
、

体
用
論

理

・
流
出

説

に
近

い
も

の
が
共

通
項

と
し

て
あ

る
と

し
た
ら

、
折

衷

は
ま
す

ま

す
容

易

と
な

つ
て

ゆ
く
だ

ら
う
。

 
以
上
の
や
う
に
舐
注
の
思
想
的
言
説
の
基
本
構
造
も
、
最
も
根
抵
的
に

は
体
用
論
理
を
以
て
説
明
が
つ
く
や
う
に
思
ふ
の
で
あ
る
。

 
注
(1
) 

『東
京

大
學
國
語
研
究
室
 
資
料
叢
書
 
第
九
巻
』
所
収

「古

今
和
歌
集
聞

 

書
」

(昭
和

60
 
汲
古
書
院

)

(2
) 

『早
稲

田
大
学
蔵
 
資
料
影
印
叢
書
 
国
書
篇
 
第

七
巻
 

中
世
歌
書
集
』

 

所
収

「古

今
集
注
」

(昭
和

62
 

早
稲
田
大
学
出
版
部
)

(3
) 

『斯
道

文
庫

論
集
』
28
輯
収
載
予
定
。

(4
)

前
稿

注
1
。

(5
) 
特

に
参
考

に
し
た

の
は
次

の
や
う

な
書

で
あ

る
。

 

イ

『象
徴

表
現
と
解

釈
』

ツ
ヴ

ェ
タ
ン

・
ト
ド

ロ
フ
 

及
川

頽

・
小
林
文
生
訳

 

 

 

(叢
書

・
ウ

ニ
ベ
ル
シ
タ

ス
蹴
 
鴇
 
法
政
大
学
出
版
局

)

 

 
ロ

『
ア
レ
ゴ
リ
ー

・
シ
ン
ボ

ル

・
メ
タ
フ
ァ
ー
』

(叢
書
ヒ

ス
ト
リ
ー

・
オ
ヴ

・

 

 

ア
イ
デ

ィ
ア
ズ
8
 
暫
 
平
凡
社
)

 

 
ハ

『シ
ン
ボ
リ

ッ
ク

・
イ
メ
ー
ジ

』
E

・
H

・
ゴ
ン
ブ

リ

ッ
チ
 
大
原
ま

ゆ
み

・

 

 

鈴
木

杜
幾
子

・遠
山

公

一
訳

(ヴ

ァ
ー

ル
ブ

ル
ク
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
 

切
 
平

 

 

凡
社
)

 

そ
の
他

『魔
術
的

ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
』

F

・
イ

エ
イ
ツ
 
内
藤

健
二
訳

(秘
 
晶

 

文
社
)
・
『
ユ
ダ

ヤ
神
秘
主
義
』

G

・
シ

ョ
ー

レ
ム
 

山
下
肇

等
訳

(栃
 
法
政

 

大

学
出

版
局
)
な
ど

に
も
関
係
す

る
論
述

が
多

く
参
考

に
な
る
。
井
筒
俊
彦

の

 

諸
著

も
ま
た
。

(6
) 

『静
嘉
堂
文
庫

所
藏

 
毛
詩
鄭
箋
e
 
古
典
研
究
會
叢
書
漢
籍

之
部
1
』

(平

 

成

4
 
汲
古
書
院
)

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
い
し
が
み
 

ひ
で
あ
き
)
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